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Ⅰ 総 務 

 



１ 

 

１ 八千代市の位置及び地勢 

 

八千代市は，千葉県の北西部に位置しており，南は千葉市，西は習志野

市・船橋市，東は佐倉市，北は白井市・印西市と接し，首都東京から３０キ

ロ圏に位置しています。 

地形は，標高２０メートル程度の丘陵にあって南北に長い矩形状をして

おり，市中央部を南北に印旛沼の疎水路である新川が流れています。 

交通網としては，南部から北西部にかけて東京環状国道１６号が走り，市

の中心部を東西に東葉高速鉄道（八千代緑が丘，八千代中央，村上，東葉勝

田台の４駅）が，また，南部には京成電鉄本線（八千代台，大和田，勝田台

の３駅）が走っています。 

 

      

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 東 西 ８．１ ㎞ 

南 北 １０．２ ㎞ 

面 積 ５１．３９㎢ 

海 抜 ２０～３０ｍ 

新川 
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八千代緑が丘 

村上 

白井市 

千葉市 

東葉勝田台 
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消防本部 

市役所 

印西市 
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習志野市 

桑納川 



２ 八千代市消防の沿革 

２ 

1954年 昭和 29 年 1月 15 日 大和田町と睦村が合併し，八千代町となり，消防団は２１分

団制となる。 

1954年 昭和 29 年 9 月 1 日 阿蘇村を合併し，消防団は３６分団制となる。 

1955年 昭和 30 年 3 月 消防団に千葉県知事より功労表彰旗が授与される。 

1960年 昭和 35 年 3 月 消防団に千葉県消防協会長より優良表彰旗が授与される。 

1960年 昭和 35 年 3月 16 日 習志野市と消防相互応援協定を締結する。 

1962年 昭和 37年 10月 1 日 消防団を１３分団２部制に改組する。 

1964年 昭和 39 年 2月 21 日 消防団に日本消防協会長より竿頭綬が授与される。 

1964年 昭和 39年 11月 1 日 消防団常備部 (定数１５人）を設置，水槽付消防ポンプ自動

車１台，部員８人をもって発足する。 

1965年 昭和 40 年 4 月 1 日 消防団常備部の定数１７人となる。 

1965年 昭和 40 年 5月 20 日 救急業務に関する規則が公布され，即日施行となり，救急自

動車１台を配置して救急業務を開始する。 

1966年 昭和 41 年 1 月 1 日 消防団常備部の定数３２人となる。 

1966年 昭和 41 年 7 月 1 日 八千代台分遣所が竣工し，消防ポンプ自動車１台・部員６人

をもって業務を開始する。 

1967年 昭和 42 年 1 月 1 日 市制の施行により八千代市となる。 

1967年 昭和 42 年 3月 10 日 消防団に千葉県知事より優秀表彰旗が授与される。 

1967年 昭和 42 年 3月 31 日 八千代市消防本部及び消防署の設置等に関する条例が施行

される。 

1967年 昭和 42 年 4 月 1 日 政令指定により，消防本部，消防署，（定数４１人）を設置

し，消防ポンプ自動車２台，救急車１台，職員４１人をもっ

て発足する。 

1967年 昭和 42 年 9月 18 日 超短波無線電話機（基地局１，移動局３，携帯局１）を整備

し，無線業務を開始する。 

1968年 昭和 43年 10月19 日 消防署に気象観測器を設置，観測業務を開始する。 

1969年 昭和 44 年 4 月 1 日 消防職員の定数を５５人とする。 

1970年 昭和 45 年 2月 20 日 消防団に日本消防協会長より表彰旗が授与される。 

1970年 昭和 45 年 3月 10 日 消防音楽隊が隊員１８人をもって発足する。 

1970年 昭和 45 年 4 月 1 日 消防職員の定数を７２人とする。 

1970年 昭和 45 年 9月 10 日 船橋市と消防相互応援協定を締結する。 

1970年 昭和 45年 11月 4 日 消防署に化学車を配置する。 

1970年 昭和 45年 12月14 日 勝田台分遣所（鉄筋コンクリート造平屋建延べ１７３㎡）が

竣工し，水槽付消防ポンプ自動車1 台，救急車1 台，職員１

４人をもって業務を開始する。 

1971年 昭和 46 年 4 月 1 日 消防職員の定数を１０２人とする。 

1972年 昭和 47 年 6 月 4 日 消防本部・署新庁舎 (鉄筋コンクリート造３階建延べ１，１



３ 

５６㎡）が竣工する。 

1972年 昭和 47年 10月27 日 八千代台分遣所新庁舎（鉄筋コンクリート造延べ１４０㎡) 

が竣工し開所する。 

1972年 昭和 47年 12月13 日 消防署にはしご付消防ポンプ自動車（３０ｍ級）を配置する。 

1973年 昭和 48 年 4 月 1 日 消防職員の定数を１２０人とする。 

1974年 昭和 49 年 3 月 1 日 消防本部・消防団に消防庁長官より竿頭綬が授与される。 

1974年 昭和 49 年 4 月 1 日 ４週５休制(週休）を実施する。 

1975年 昭和 50 年 3月 20 日 消防署に屈折はしご付ポンプ自動車（１６ｍ級）を配置する。 

1975年 昭和 50 年 4 月 1 日 消防職員の定数を１４０人とする。 

1975年 昭和 50 年 7 月 1 日 八千代市消防署組織規程を改正し，即日施行する。 

1975年 昭和 50 年 7 月 1 日 米本分署（鉄筋コンクリート造２階建延べ４０３．５㎡）が

竣工し，屈折はしご付消防ポンプ自動車１台，普通ポンプ自

動車１台，救急車１台，司令車１台，職員２７人をもって業

務を開始する。 

1977年 昭和 52 年 6月 18 日 消防署に救助艇（ヤマハ）を配置する。 

1977年 昭和 52年 12月23 日 消防本部に総合気象観測装置を設置する。 

1978年 昭和 53 年 4 月 1 日 消防職員の定数を１５０人とする。 

1978年 昭和 53 年 5 月 4 日 消防本部に気象観測装置（温度・湿度計）を設置する。 

1979年 昭和 54 年 3月 31 日 八千代台東南分署 (鉄筋コンクリート造２階建延べ３９９

㎡）が竣工する。 

1979年 昭和 54 年 4 月 1 日 消防職員の定数を１７０人とする。 

1979年 昭和 54 年 4 月 1 日 八千代台東南分署 (水槽付消防ポンプ自動車１台，救急車１

台，職員２０人) での業務を開始する。 

1979年 昭和 54 年 5月 31 日 消防本部に気象観測装置（気圧計）を設置する。 

1979年 昭和 54年 12月22 日 消防署に救助工作車を配置する。 

1980年 昭和 55 年 4 月 1 日 消防職員の定数を１７６人とする。 

1980年 昭和 55年 12月13 日 大澤正春氏より防災像の寄贈を受け，除幕式を挙行する。 

1981年 昭和 56 年 1月 23 日 通信指令装置（Ｂ級）を新設する。 

1981年 昭和 56 年 3月 23 日 消防本部・署庁舎の増改築工事（増改築面積鉄筋コンクリー

ト造 延べ６５２．５㎡）が竣工する。 

1982年 昭和 57 年 4 月 1 日 消防職員の定数を１８０人とする。 

1982年 昭和 57 年 4 月 1 日 八千代市消防団規則の一部を改正し，消防団に本部，方面隊

を設置する。 

1982年 昭和 57年 11月29 日 八千代台東南分署にはしご付消防ポンプ自動車（３０ｍ級）

を配置する。 



４ 

1983年 昭和 58 年 4 月 1 日 消防職員の定数を１８６人とする。 

1984年 昭和 59 年 2 月 2 日 千葉県防災行政無線設備を設置する。 

1985年 昭和 60 年 3月 25 日 睦分遣所（鉄筋コンクリート造平屋建延べ４８７．０９㎡）

が竣工する。 

1985年 昭和 60 年 4 月 1 日 消防職員の定数を１９３人とする。 

1985年 昭和 60 年 4 月 1 日 睦分遣所（水槽付消防ポンプ自動車１台，救急車１台，職員

１８人）での業務を開始する。 

1985年 昭和 60年 11月 1 日 勝田台分遣所庁舎建て替え工事に伴い，仮庁舎に移転する。 

1987年 昭和 62 年 1月 20 日 消防本部に消防業務用地図等検索装置を設置する。 

1987年 昭和 62 年 3 月 1 日 勝田台市民文化プラザに勝田台分遣所新庁舎（鉄筋コンクリ

ート造延べ４８０㎡）が竣工し，移転する。 

1987年 昭和 62年 12月24 日 消防署にはしご付消防自動車（３８ｍ級）を配置する。 

1988年 昭和 63 年 3月 24 日 訓練塔（主塔，鉄筋コンクリート造６階建延べ１９９．１６

㎡）・（副塔，鉄筋コンクリート造２階建延べ６０．５８㎡）

が竣工する。 

1989年 平成 元 年 4月 9 日 ４週６休制(週休）実施となる。 

1989年 平成 元 年 8月 12 日 土曜閉庁実施となる。 

1990年 平成 2年 3月 22 日 米本分署にはしご付消防自動車（３０ｍ級）を配置する。 

1990年 平成 2年 4月 1日 消防職員の定数を１９８人とする。 

1990年 平成 2年 5月 30 日 消防本部多目的庁舎（１階車庫・２階トレーニング室・延面

積３９９㎡）が竣工する。 

1991年 平成 3年 1月 16 日 消防署に小型動力ポンプ付水槽車（１０㎥）を配置する。 

1991年 平成 3年 3月 19 日 勝田台分遣所にはしご付消防自動車（３８ｍ級）を配置する。 

1991年 平成 3 年 4月 1 日 勝田台分遣所を勝田台分署に改める。 

1992年 平成 4年 3月 24 日 救助工作車を更新し，消防署に配置する。 

1992年 平成 4 年 4月 1 日 消防職員の定数を２００人とする。 

1992年 平成 4年 5月 25 日 救急蘇生訓練用生体シミュレーターを整備し，消防署に配置

する。 

1992年 平成 4 年 8月 6 日 予防課に防災訓練車を配置する。 

1993年 平成 5年 2月 28 日 完全週休２日制実施となる。 

1993年 平成 5年 9月 10 日 岩井治郎氏から，救急車（２Ｂ型）１台・司令車１台の寄贈

を受け，消防署・警防課に配置する。 

1994年 平成 6年 3月 28 日 消防署に高規格救急自動車を配置する。 

1994年 平成 6年 3月 31 日 消防緊急通信指令施設Ⅱ型を更新，同日運用を開始する。 

1994年 平成 6 年 4月 1 日 消防職員の定数を２１０人とする。 



５ 

1994年 平成 6 年 7月 1 日 救急救命士高規格救急自動車乗務を開始する。  

1994年 平成 6年 9月 27 日 消防訓練場用地（面積３，９８７．７㎡・大和田新田１８３

番１）を取得する。 

1995年 平成 7 年 4月 3 日 消防緊急通信指令施設（自動出動指定装置）の運用を開始す

る。 

1995年 平成 7年 6月 30 日 患者監視装置等の救急資機材を整備し，運用を開始する。 

1995年 平成 7年 7月 17 日 太陽商運株式会社と「災害時における消火水の搬送に関する

協定」を締結する。 

1995年 平成 7年 11月 6 日 耐震性防火水槽（１００㎥）を八千代台西に設置する。 

1996年 平成 8 年 3月 6 日 消防本部・消防団に消防庁長官より表彰旗が授与される。 

1996年 平成 8年 10月 1 日 八千代市消防本部消防職員委員会を設置する。 

1996年 平成 8年 10月 1 日 睦分遣所を睦分署に改める。 

1997年 平成 9 年 1月 7 日 赤バイ隊を創設し，消防署に配置する。 

1997年 平成 9 年 4月 2 日 山之内製薬から高規格救急自動車 1 台の寄贈を受け，米本

分署に配置し，運用を開始する。 

1998年 平成 10 年 1月31日 耐震性防火水槽（１００㎥）を八千代台北に設置する。 

1998年 平成 10 年 4月 1日 組織改正により，中央消防署と東消防署の２署体制とする。

（消防署を中央消防署・米本分署を東消防署・八千代台東南

分署を八千代台分署に改める。） 

1998年 平成 10 年 5月 1日 岩井武雄氏から赤バイ２台の寄贈を受け，勝田台分署に配置

し，運用を開始する。  

1999年 平成 11 年 2月24日 八千代市医師会と救急業務の円滑な推進を図るため，救急業

務連絡協議会を設置する。 

1999年 平成 11 年 4月 1日 消防団第１０分団２部を消防団第１０分団１部と統合して

消防団第１０分団とし，消防団を１３分団１部制に改組す

る。 

1999年 平成 11 年 4月 1日 消防団本部の定数を４人から１７人に改める。 

1999年 平成 11 年10月 1日 組織改正により，総務課を消防総務課に改める。  

1999年 平成 11 年10月 1日 女性消防団員（７人）を採用し，団本部に配属する。 

2000年 平成 12 年 2月20日 耐震性防火水槽（１００㎥）を村上に設置する。 

2000年 平成 12 年10月 1日 女性消防団員（６人）を採用し，団本部に配属する。  

2001年 平成 13 年 2月 5日 水槽付消防ポンプ自動車を八千代台分署に配置する。 

2001年 平成 13 年 8月27日 消防本部庁舎耐震診断を実施する。 

2001年 平成 13 年 8月31日 耐震性防火水槽（１００㎥）を勝田台に設置する。 

2002年 平成 14 年 1月15日 消防用無線基地局アンテナ用鉄塔を設置する。 



６ 

2002年 平成 14 年 2月13日 災害対応特殊消防ポンプ自動車を八千代台分署に配置する。 

2002年 平成 14 年 2月14日 災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車を睦分署に配置する。 

2003年 平成 15 年 1月30日 高規格救急自動車を八千代台分署に配置する。 

2003年 平成 15 年11月28日 耐震性防火水槽（１００㎥）を八千代台東に設置する。 

2004年 平成 16 年 1月21日 高規格救急自動車を勝田台分署に配置する。 

2005年 平成 17 年 2月23日 高規格救急自動車を更新し，中央消防署に配置する。 

2005年 平成 17 年 3月16日 災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車を勝田台分署に配置

する。 

2005年 平成 17 年 3月25日 水槽付消防ポンプ自動車を更新し，中央消防署に配置する。 

2006年 平成 18 年 4月 １日 組織改正により，指令課を新設する。 

2007年 平成 19 年 2月22日 高規格救急自動車を更新し，東消防署に配置する。 

2007年 平成 19 年 2月28日 救助工作車を更新し，中央消防署に配置する。 

2007年 平成 19 年 3月15日 高機能消防指令センター（Ⅱ型）が竣工する。 

2007年 平成 19 年 3月26日 消防本部・中央消防署新庁舎での業務を開始する。 

2007年 平成 19 年 3月 26 日 高機能消防指令センターの運用を開始する。 

2007年 平成 19 年 4月16日 消防本部・中央消防署（鉄骨造「免震構造」３階建延べ４，

２９９．３２㎡）が竣工する。 

2007年 平成 19 年 8月31日 耐震性防火水槽（１００㎥）を勝田台南小学校内に設置する 

2007年 平成 19 年11月20日 高規格救急自動車を更新し，睦分署に配置する。 

2007年 平成 19 年11月30日 市民訓練施設（鉄骨造２階建延べ２５２㎡・鉄骨造平屋建延

べ１５０㎡）及び救助訓練施設（主塔，鉄骨造３階建延べ１

５０㎡・副塔，鉄骨造平屋建延べ２０㎡）が竣工する。 

2007年 平成 19 年12月 5日 はしご付消防自動車（３８ｍ級）を更新し，中央消防署に配

置する。 

2009年 平成 21 年10月20日 普通消防ポンプ自動車を更新し，勝田台分署に配置する。 

2009年 平成 21 年10月21日 指揮車を更新し，中央消防署に配置する。 

2009年 平成 21 年11月20日 小型動力ポンプ付水槽車（１０㎥）を更新し，中央消防署に

配置する。 

2009年 平成 21 年12月22日 はしご付消防自動車（３０ｍ級）を更新し，東消防署に配置

する。 

2010年 平成 22 年 4月 1日 聴覚障害者用メール１１９番受信システムの運用を開始す

る。 

2011年 平成 23 年 2月28日 仲村定雄氏より消防旗の寄贈を受ける。 

2011年 平成 23 年 3月11日 東日本大震災が発生する。（八千代市消防本部で震度５弱を

観測） 



７ 

2011年 平成 23 年 3月18日 東日本大震災による被災地（岩手県陸前高田市）に緊急消防

援助隊として派遣する。 

2011年 平成 23 年10月13日 耐震性防火水槽（１００㎥）を南高津小学校内に設置する。 

2012年 平成 24 年 3月 1日 勝田台分署に高規格救急自動車を配置する。 

2012年 平成 24 年 4月 1日 消防団第１２分団２部を消防団第１２分団１部と統合して

消防団第１２分団とし，消防団を１３分団制に改組する。 

2012年 平成 24 年 4月 1日 団本部女性部の定数を１３人から２６人に改める。 

2012年 平成 24 年 4月 1日 児童・生徒の防火・救命体験促進事業を開始する。 

2012年 平成 24 年10月24日 高規格救急自動車を更新し，八千代台分署に配置する。 

2013年 平成 25 年 4月 1日 千葉県消防救急無線広域化・共同化に係る全体計画に基づき

消防救急デジタル無線を整備し，運用を開始する。 

2014年 平成 26 年 2月 7日 高規格救急自動車を更新し，中央消防署に配置する。  

2015年 平成 27 年 2月25日 化学消防ポンプ自動車（Ⅱ型）を更新し，東消防署に配置す

る。 

2015年 平成 27 年 3月11日 消防ポンプ自動車を更新し，中央消防署・東消防署に配置す

る。 

2015年 平成 27 年 9月 1日 消防団協力事業所表示制度を施行する。 

2015年 平成 27 年12月 7日 八千代市消防音楽隊市民参加実施要領を施行する。 

2015年 平成 27 年12月 7日 市民音楽隊員の登録を開始する。 

2017年 平成 29 年 2月13日 高規格救急自動車を中央消防署に配置する。 

2017年 平成 29 年 4月 1日 消防職員の定数を２３０人とする。 

2018年 平成 30 年 1月25日 高規格救急自動車を更新し，東消防署に配置する。 

2018年 平成 30 年 3月22日 災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車を更新し，八千代台分

署に配置する。 

2018年 平成 30 年 3月30日 災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車を更新し，睦分署に配

置する。 

2019年 令和 元 年 9月 27 日 東消防署新庁舎（鉄筋コンクリート造２階建耐震耐火構造延

べ１，６３４．７９㎡・救助訓練施設鉄骨造３階建延２０８．

２２㎡）が竣工する。 

2020年 令和  2年 4月 1日 組織改正により，指令課を指揮指令課に改める。 

2020年 令和 2年11月26日 高規格救急自動車を更新し，勝田台分署に配置する。 

2021年 令和  3年  2月 1日 千葉県北西部地域の構成１０市による「ちば北西部消防指令

センター」での指令業務の共同運用を開始する。 

2021年 令和  3年  2月 1日 署内マルチネットワークの運用を開始する。 

2021年 令和 3年  4月 1日 組織改正により，指揮指令課を警防課に統合する。 

   



８ 

2022年 令和 4年 3月 28日 資機材搬送車を支援車（Ⅱ型）に更新し，東消防署に配置す

る。 

2023年 令和 5年 3月 20日 高規格救急自動車を更新し，八千代台分署に配置する。 

2023年 令和 5年 10月  3日 高規格救急自動車を更新し，中央消防署に配置する。 

2024年 令和 6年 1月 18日 水槽付消防ポンプ自動車を更新し，八千代台分署に配置す

る。 

2024年 令和 6 年 4月  1 日 消防職員の定数を２３２人とする。 

2024年 令和 6年 12月 10日 高規格救急自動車を更新し，中央消防署に配置する。 
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 消防本部  大和田新田 8,895.20  鉄骨造 1,513.07 4,299.32  平成19年

 中央消防署  186番地 ㎡  ３階建 ㎡ ㎡  4月16日

 中央消防署  八千代台東 499.51  鉄筋コンクリート造 356.20 (464.27)  昭和54年

 八千代台分署  1丁目17番1号 ㎡  ２階建 ㎡ ㎡  3月31日

 中央消防署  島田台 1,249.00  鉄筋コンクリート造 494.56 487.09  昭和60年

 睦分署  766番15 ㎡  平屋建 ㎡ ㎡  3月25日

 米本 4,981.25  鉄筋コンクリート造 1,004.62 1,634.79  令和元年

 2714番地1 ㎡  ２階建 ㎡ ㎡  9月27日

 東消防署  勝田台 2,338.33  鉄筋コンクリート造 1,123.65 (480.31)  昭和62年

 勝田台分署  2丁目5番地1 ㎡  地下１階・地上４階建 ㎡ ㎡  3月1日

 東消防署

　⑵　消防本部・消防署の配置及び施設一覧表

延面積

(専有面積)
建築年月日所在地 敷地面積  構　造 建築面積

　　　　  種別

 施設

睦分署

東消防署

勝田台分署

消防本部

中央消防署

八千代台分署

大和田
勝田台

東葉勝田台

村上八千代中央

八千代緑が丘

東葉高速線

白井市

印西市

佐倉市

千葉市

習志野市

船橋市

桑納川

新川

 １０



                  （令和７年４月１日現在）

課　名

消防総務課 1 本部内の連絡調整に関すること。

2 消防業務の総合的企画及び調査に関すること。

3 消防の組織に関すること。

4 職員の任免，分限，懲戒，服務，人事記録その他身分に関すること。

5 職員の試験及び選考に関すること。

6 職員の研修及び福利厚生に関すること。

7 文書及び法規に関すること。

8 消防職員委員会に関すること。

9 消防団に関すること。

10 消防音楽隊に関すること。

11 公務災害補償に関すること。

12

13

14 国，県補助金に関すること。

15 財産の維持管理に関すること。

16 表彰に関すること。

17 被服等の貸与に関すること。

18 庶務に関すること。

19 他の課に属さない事項。

予 防 課 1 火災の予防対策に関すること。

2 防火管理に関すること。

3 火災調査結果の報告及び火災の統計に関すること。

4 火災予防上の諸届出の受理，調査及び指導に関すること。

5 消防団体の指導及び育成に関すること。

6 建築物の確認等の同意に関すること。

7 消防用設備等の設置，指導，検査及び点検報告に関すること。

8 防火対象物の使用開始に関すること。

9 危険物の規制に関すること。

10 液化石油ガスの意見書に関すること。

11 圧縮アセチレンガス，液化石油ガス等の届出に関すること。

12 消防対象物の予防査察に関すること。

13 消防用設備及び防火管理業務等の違反処理に関すること。

14 防火基準適合表示に関すること。

15 庶務に関すること。

　⑶　消防本部事務分掌

公印の管理に関すること。

事　務　分　掌

予算，決算その他財務に関すること。
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課　名

警 防 課 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

救急救助業務の企画運営に関すること。

救急医療機関等との連絡調整に関すること。

事　務　分　掌

開発行為等に係る消防施設の指導に関すること。

消防戦術の研究及び消防部隊の運用計画に関すること。

消防相互応援協定及び緊急消防援助隊に関すること。

火災警報等に関すること。

救急搬送証明に関すること。

道路工事届等に関すること。

消防団の設備に関すること。

市民の救急相談及び救急指導に関すること。

水防事務組合に関すること。

救急救助統計に関すること。

車両等の総合管理及び整備に関すること。

消防通信統計に関すること。

共同指令事務に関すること。

庶務に関すること。

消防水利施設の整備に関すること。

消防部隊の指揮，統制及び指揮支援に関すること。

気象観測及び気象情報の収集に関すること。

災害情報の収集及び伝達に関すること。

消防部隊への命令，伝達及び指示に関すること。

消防部隊の現場活動訓練に関すること。

消防通信施設の管理及び運用に関すること。

救急関係医療機関の情報の収集及び市民に対する情報の提供に関すること。

火災，救急その他災害の通報の受付及び指令に関すること。

救急救助業務の高度化推進に関すること。

消防通信の調査研究及び計画に関すること。
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 （令和７年４月１日現在）

課　名

消 防 署 1 水火災等の警戒，防ぎょ及び鎮圧に関すること。

2 救急救助業務に関すること。

3 消防施設の運用及び保守管理に関すること。

4 水利施設の調査及び保全に関すること。

5 消防対象物の予防査察に関すること。

6 職員の教養訓練に関すること。

7 火災予防上の諸届出の受理及び指導に関すること。

8 火災の原因及び損害の調査に関すること。

9 公印の管理に関すること。

10 署所の連絡調整に関すること。

11 火災予防対策に関すること。

12 庶務に関すること。

分 署 1 水火災等の警戒，防ぎょ及び鎮圧に関すること。

2 救急業務に関すること。

3 消防施設の運用及び保守管理に関すること。

4 水利施設の調査及び保全に関すること。

5 消防対象物の予防査察に関すること。

6 職員の教養訓練に関すること。

7 火災予防上の諸届出の受理及び指導に関すること。

8 火災の原因及び損害の調査に関すること。

9 火災予防対策に関すること。

10 庶務に関すること。

事　務　分　掌

　⑷　消防署事務分掌
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面 積

（㎢） 男 女 計
条例

定数
実数

条例

定数
実数

平成

28年度
51.39 96,815 98,556 195,371 84,858 3,801 6 210 210 309 296 

平成

29年度
51.39 97,194 98,950 196,144 85,884 3,816 6 230 210 309 300 

平成

30年度
51.39 97,859 99,864 197,723 87,466 3,847 6 230 215 309 291 

令和

元年度
51.39 98,399 100,566 198,965 88,950 3,871 6 230 224 309 286 

令和

２年度
51.39 98,997 101,278 200,275 90,547 3,897 6 230 228 309 285 

令和

３年度
51.39 100,055 102,506 202,561 92,649 3,941 6 230 228 309 279 

令和

４年度
51.39 100,517 103,007 203,524 93,968 3,960 6 230 229 309 275 

令和

５年度
51.39 101,046 103,772 204,818 95,629 3,985 6 230 230 309 273 

令和

６年度
51.39 101,509 104,456 205,965 97,500 4,007 6 232 232 309 275 

令和

７年度
51.39 102,040 104,855 206,895 99,245 4,025 6 232 232 309 275

※ 人口密度は，１㎢当りの数値で少数点以下切り捨て

※ 人口・世帯数は前年度末現在

　⑸　市勢及び消防の推移
　　(各年度４月１日現在）

人      口

世帯数
人口

密度

本部

・

署所

の数

職 員 団 員
　 区分

 年度
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                  （単位：円）

※ 予算は当初予算

※ 令和６年度決算は決算に係る手続きが完了していないため見込額

                  （各年度４月１日現在）

※ 予算は当初予算

※ 人口・世帯数は前年度末現在

比率

（％）

４　予算額及び決算額

　⑴　市一般会計予算と消防費等

市一般会計 消防費
　　　　　　　　　区分

 年度

令和３年度
予算 58,410,000,000 2,299,437,000 3.9

決算 66,799,744,759 2,174,136,092 3.3

令和４年度
予算 65,260,000,000 2,126,621,000 3.3

決算 70,539,024,461 2,324,594,749 3.3

令和５年度
予算 64,896,000,000 2,328,848,000 3.6

決算 67,411,177,881 2,350,739,859 3.5

令和６年度
予算 73,563,000,000 2,406,319,000 3.3

決算 70,852,656,921 2,312,951,812 3.3

令和７年度
予算 83,380,000,000 2,620,128,000 3.1

決算 －　 －　 －

世帯数

92,649 

１世帯当たり

（円）

24,819 

　⑵　消防予算と人口・世帯数との比較

　　　　　   区分

 年度

令和３年度

消防予算

（千円）

2,299,437 

人口

（人）

202,561 

１人当たり

（円）

11,352 

令和４年度

令和５年度

2,126,621 

2,328,848 

203,524 

204,818 

令和６年度

令和７年度

2,406,319 

2,620,128 

205,965 

206,895 26,401 

93,968 

95,629 

97,500 

99,245 12,664 

10,449 

11,370 

11,683 

22,631 

24,353 

24,680 
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                  （令和７年４月１日現在）

1 1 1 

2 2 2 

1 3 4 8 8 

1 3 4 1 3 12 4 16 

1 1 1 2 

3 13 7 5 1 29 7 36 

1 1 1 

1 2 5 19 15 6 4 52 11 63 

1 1 2 1 3 

1 9 16 17 17 60 60 

1 2 3 3 

1 6 8 6 8 29 29 

1 1 2 2 

1 7 4 6 3 21 21 

1 2 22 28 29 28 110 110 

1 8 8 12 12 41 2 43 

2 2 2 

1 6 5 9 8 29 29 

2 14 13 21 20 70 2 72 

1 4 36 41 50 48 180 2 182 

2 5 7 7 

232 

1 3 9 55 56 56 52 232 13 245 

1 1 2 5 9 1 10 

５　消防職員

　⑴　所属別職員数

消防

正監
消防監

消防

司令長

消防

司令

消防

司令補

消防

士長

消防

副士長
消防士 計

再任用

職員

再任用

含む計

実員合計

うち女性

条例定数

　　　　　　　　 階級

 区分

消

　

防

　

署

消

　

防

　

本

　

部

消防長

次長

消防総務課

うち女性

予防課

うち女性

警防課

うち女性

うち女性

消防本部　計

うち女性

中央消防署　計

中央消防署　

うち女性

八千代台分署

うち女性

睦分署

東消防署　計

東消防署　

うち女性

勝田台分署

消防署　計
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(令和７年４月１日現在）

１８歳 2 2 

１９歳 2 2 

２０歳

２１歳 6 6 

２２歳 10 10 

２３歳 15 15 

２４歳 6 6 

２５歳 4 9 13 

２６歳 5 1 6 

２７歳 9 1 10 

２８歳 13 13 

２９歳 6 6 

３０歳 3 8 11 

３１歳 10 4 14 

３２歳 5 3 8 

３３歳 6 3 9 

３４歳 6 6 

３５歳 4 4 

３６歳 5 1 6 

３７歳 3 3 

３８歳 5 5 

３９歳 3 4 7 

４０歳 3 1 4 

４１歳 3 1 4 

４２歳 2 2 

４３歳 2 2 

４４歳 2 2 

４５歳 4 4 

４６歳 5 5 

４７歳 6 6 

４８歳 1 1 2 

４９歳 3 3 

５０歳 3 3 

５１歳 1 3 1 5 

５２歳 1 2 3 

５３歳 3 2 5 

５４歳 1 1 2 4 

５５歳 5 5 

５６歳 1 2 3 

５７歳 1 1 2 

５８歳 1 1 1 3 

５９歳 1 1 

６０歳 2 2 1 

６１歳 6 

６２歳 1 

６３歳 2 

６４歳 3 

計 1 3 9 55 56 56 52 232 13 

245 

再任用

職員
計

　⑵　年齢別職員数

※ 平均年齢は 35歳（再任用職員を含めた平均年齢は 36.4歳）

消防監 消防士
消防

正監

消防

司令長

消防

司令

消防

司令補

消防

士長

消防

副士長

再任用職員を含めた職員数　

　　階級

 年齢

 １７



　  (令和７年４月１日現在）

１年未満 5 5 3 

１年 12 12 4 

２年 7 7 1 

３年 1 10 11 2 

４年 2 7 9 3 

５年 7 4 11 

６年 8 7 15 

７年 15 15 

８年 4 7 11 

９年 4 7 11 

１０年 5 4 9 

１１年 6 3 9 

１２年 9 9 

１３年 4 1 5 

１４年 5 5 

１５年 3 3 

１６年 7 1 8 

１７年 1 3 4 

１８年 6 1 7 

１９年 1 1 

２０年 8 1 9 

２１年 1 1 

２２年 2 2 

２３年 6 6 

２４年 1 1 

２５年 3 3 

２６年

２７年 1 1 

２８年 2 2 

２９年 1 6 7 

３０年 3 1 4 

３１年 1 5 6 

３２年 2 2 

３３年 2 1 3 

３４年 1 1 

３５年 1 2 2 1 6 

３６年

３７年 2 2 

３８年 1 1 2 

３９年 1 1 2 

４０年 1 1 3 5 

計 1 3 9 55 56 56 52 232 13 

245 

再任用

職員

再任用職員を含めた職員数　

計

　⑶　在職年数別職員数

消防監 消防士
消防

正監

消防

司令長

消防

司令

消防

司令補

消防

士長

消防

副士長

　　   階級

 年数
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　⑷　歴代消防長
 （令和７年４月１日現在）

階　級 氏　名

初 代 司令長 兼 子　通 純 昭和４２年　４月　１日　～　昭和４２年　５月３０日

２ 代 司令長 清 宮　親 之 昭和４２年　５月３１日　～　昭和４４年　３月３１日

３ 代 消防監 花 沢　義 雄 昭和４４年　４月２１日　～　昭和４９年　９月３０日

４ 代 消防監 斉 藤　治 夫 昭和４９年１０月　１日　～　昭和５８年　３月３１日

５ 代 消防監 根 岸　輝 夫 昭和５８年　４月　１日　～　昭和６２年　３月３１日

６ 代 消防監 大 塚　昇 吉 昭和６２年　４月　１日　～　平成　３年　３月３１日

７ 代 消防正監 知 脇　正 道 平成　３年　４月　１日　～　平成　７年　１月２０日

８ 代 消防正監 仲 村　定 雄 平成　７年　１月２１日　～　平成１０年　３月３１日

９ 代 消防正監 村 越　利 光 平成１０年　４月　１日　～　平成１２年　３月３１日

１０ 代 消防正監 樫 山　孝 吉 平成１２年　４月　１日　～　平成１４年　３月３１日

１１ 代 消防正監 伊 藤　宏 一 平成１４年　４月　１日　～　平成１６年　３月３１日

１２ 代 消防正監 神 垣　　 升 平成１６年　４月　１日　～　平成１８年　３月３１日

１３ 代 消防正監 武 藤　博 明 平成１８年　４月　１日　～　平成２１年　３月３１日

１４ 代 消防正監 豊 田　和 明 平成２１年　４月　１日　～　平成２２年　３月３１日

１５ 代 消防正監 常 岡　正 良 平成２２年　４月　１日　～　平成２３年　３月３１日

１６ 代 消防正監 染 谷　正 博 平成２３年　４月　１日　～　平成２５年　３月３１日

１７ 代 消防正監 岩 井　精 一 平成２５年　４月　１日　～　平成２７年　３月３１日

１８ 代 消防正監 椎 名　次 夫 平成２７年　４月　１日　～　平成２９年　３月３１日

１９ 代 消防正監 小 澤　義 昭 平成２９年　４月　１日　～　令和　２年　３月３１日

２０ 代 消防正監 関 口　一 博 令和　２年　４月　１日　～　令和　４年　３月３１日

２１ 代 消防正監 大 澤　浩 一 令和　４年　４月　１日　～　令和　７年　３月３１日

２２ 代 消防正監 大 澤　正 浩 令和　７年　４月　１日　～　現　在

在　職　期　間
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６　消防職員教育訓練実施状況

　⑴　千葉県消防学校教育
 （令和６年度）

区　分 教育日数 研修人員

 初任科 111 日    10    

 警防科 11 日    1    

 予防査察科 11 日    1    

 火災調査科 14 日    2    

 救急科 41 日    7    

 救助科 23 日    3    

 水難救助科 8 日    1    

 中級幹部科 8 日    1    

 訓練指導科 10 日    2    

28    

　⑵　消防大学校
 （令和６年度）

区　分 教育日数 研修人員

 幹部科 47 日    1    

 上級幹部科 17 日    1    

2    

　⑶　救急救命東京研修所

 （令和６年度）

区　分 教育日数 研修人員

 救急救命士新規養成課程 126 日    1    

 計

計
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　⑴　結成

結成年月日 昭和４５年３月１０日

１８人

　⑵　階級別隊員数

　⑶　活動状況

　

　⑷　市民音楽隊員数
　 （令和７年４月１日現在）

人数 人数

2 3

4 3

2 2

1 7

2 1

5 1

6 1

40

※ 平成２７年１２月７日市民音楽隊員の登録を開始する。

合　　計

７　消防音楽隊の状況     

発足時の隊員数

　（令和７年４月１日現在）

　（令和６年度）

階級
消防

司令長

消防

司令

消防

司令補

消防

士長
消防士

区分 消防行事 市 行 事 そ の 他 計

計

人数 9    2    3    2    16    

アルトサックス チューバ

回数 2    1    1    4    

担当楽器名 担当楽器名

フルート（ピッコロ） トロンボーン

クラリネット ユーフォニアム

ホルン

トランペット

オーボエ

エレキベース

テナーサックス

バリトンサックス

パーカッション

ファゴット
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２２ 

⑸ 消防音楽隊楽器保有状況 

（令和７年４月１日現在） 

区 分 楽 器 名 保 有 数 

 

フルート ２  

 

ピッコロ ２  

 

クラリネット ９  

 
アルトサックス 

テナーサックス 

バリトンサックス 

３  

２  

２  

 

ホルン ３  

 

トランペット 

コルネット 

３  

２  

 

トロンボーン ５  



２３ 

区 分 楽 器 名 保 有 数 

 

ユーフォニアム ３  

 

チューバ ３  

 

スーザフォン ２  

 

パーカッション類 37  

 



２４ 

(6) 消防音楽隊広報活動 

 

 

 

 

 

消防救急フェア２０２５ 

 千葉県消防音楽隊フェスティバル 



Ⅱ 予 防 

 



　　　　　　　　　　

１　火災予防

　⑴　月別建築同意件数　　　　　　　　　　
（令和６年度）

 新築 13 6 7 14 6 5 12 14 18 4 20 5 124 

 増築  　 1 　 3 4 

 改築

 その他 2 1 1 1 　 5 

計 13 8 7 15 6 6 12 15 19 4 20 8 133 

　⑵　建築同意件数の推移
（年度統計）

　　　　　    月別

 区分
計10月 11月 12月 1月 2月 3月4月 5月 6月 7月 8月 9月

124

159

123
118

124

5 8
4 5 4

0 0 0 0 01 2 0 2 5 

130

169

127 125

133

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

新築 増築 改築 その他 年間同意件数

件数

 ２５



 　　　

（令和６年度）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

イ

ロ

イ

ロ

ハ

ニ

イ

ロ

1 1 2 

イ

ロ 1 1 5 2 3 1 6 7 7 1 5 2 41 

 (1)  病院

 (2)  診療所

 (3)
 病院[6ｲ(1)を除く]

 診療所[6ｲ(2)を除く]･助産院

 (4)
 診療所[入院施設なし]

 助産院[入所施設なし]

 (1)  養護老人ホーム等 1 1 1 1 4 

 (2)  救護施設

 (3)  乳児院

 (4)  障害児入所施設

 (5)  障害者支援施設等 1 1 

 (1)  老人デイサービスセンター等

 (2)  更生施設

 (3)  助産施設・保育所等 2 2 

 (4)  児童発達支援センター等 1 1 

 (5)  身体障害者福祉センター等

ニ

イ

ロ

イ 1 1 2 1 5 

ロ

イ

ロ

2 1 1 4 

1 1 1 2 1 1 7 

イ 1 1 2 

ロ 1 1 

5 5 

5 1 1 2 3 1 2 15 

5 4 2 3 2 4 3 3 2 2 13 43 

13 8 7 15 6 6 12 15 19 4 20 8 133 

 (16の2)

 専用住宅

計

 (18)  延長５０ｍ以上のアーケード

 許可申請

 工作物

 昇降機

 その他（１５０㎡未満の専用住宅以外の建物）

 地下街

 (16の3)  準地下街

 (17)  文化財

 (14)  倉庫

 (15)  前各項に該当しない事業場

 (16)

 特定防火対象物が存する複合用途

 防火対象物

 イ 以外の複合用途防火対象物

 (11)  神社・教会等

 (12)
 工場・作業場

 映画スタジオ・テレビスタジオ

 (13)
 自動車車庫・駐車場

 飛行機の格納庫

 (8)  図書館・美術館

 (9)
 蒸気浴場・熱気浴場

 イ 以外の公衆浴場

 (10)  車両の停車場・航空機の発着場

 (6)

イ

ロ

ハ

 幼稚園・特別支援学校

 (7)  学校（小・中・高等）大学・各種学校

 (3)
 待合・料理店

 飲食店

 (4)  百貨店･マーケット等

 (5)
 旅館・ホテル・宿泊所

 寄宿舎・下宿・共同住宅

　⑶　建築物用途別同意件数

 (1)
 劇場・観覧場

 公会堂・集会場

 (2)

 キャバレー・ナイトクラブ

 遊技場・ダンスホール

 風俗営業等

 カラオケボックス等

　　　　　　　　　　　　　　　　　月　別

 区　分

 ２６



イ 1 1 

ロ 6 1 7 

イ

ロ

ハ

ニ

イ

ロ 7 2 5 14 

4 2 2 8 

イ 1 1 1 1 1 1 6 

ロ 496 89 365 33 19 30 6 12 33 5 4 19 7 1 1 1 1 1,122 

 (1)  病院 2 2 

 (2)  診療所

 (3)
 病院[6ｲ(1)を除く]

 診療所[6ｲ(2)を除く]･助産院
5 5 1 1 12 

 (4)
 診療所[入院施設なし]

 助産院[入所施設なし]
12 2 1 15 

 (1)  養護老人ホーム等 24 7 2 1 34 

 (2)  救護施設

 (3)  乳児院

 (4)  障害児入所施設

 (5)  障害者支援施設等 1 1 

 (1)
 老人デイサービスセンター

 等
3 1 4 

 (2)  更生施設

 (3)  助産施設・保育所等 1 1 

 (4)  児童発達支援センター等

 (5)  身体障害者福祉センター等 1 1 

ニ 1 1 

31 28 8 1 68 

1 1 

イ

ロ

3 3 

イ 32 10 6 1 49 

ロ

イ 8 1 9 

ロ

13 6 3 22 

42 15 11 4 1 73 

イ 139 61 44 19 11 10 6 5 4 1 1 2 1 1 1 306 

ロ 86 23 17 8 1 1 3 2 1 142 

918 251 468 70 33 42 13 20 39 7 6 21 7 1 2 1 1 1 1 1,902 

 (17)  文化財

計

 (14)  倉庫

 (15)  前各項に該当しない事業場

 (16)

 特定防火対象物が存する複合

 用途防火対象物

 イ 以外の複合用途防火対象物

 (13)
 自動車車庫・駐車場

 飛行機の格納庫

 (8)  図書館・美術館

 (9)
 蒸気浴場・熱気浴場

 イ 以外の公衆浴場

 (10)  車両の停車場・航空機の発着場

 (11)  神社・教会等

 (12)
 工場・作業場

 映画スタジオ・テレビスタジオ

 (7)
 学校（小・中・高等）大学・

各種学校

 (3)
 待合・料理店

 飲食店

 (4)  百貨店･マーケット等

 (5)
 旅館・ホテル・宿泊所

 寄宿舎・下宿・共同住宅

 (6)

イ

ロ

ハ

 幼稚園・特別支援学校

 (1)
 劇場・観覧場

 公会堂・集会場

16 191510 11 12 13 14

 (2)

 キャバレー・ナイトクラブ

 遊技場・ダンスホール

 風俗営業等

 カラオケボックス等

　⑷　用途別中高層防火対象物数
　（令和７年３月３１日現在）

3 4 5 6 7 8 9 計20 24 26
　　　　　　　　　　　　　　　　   階　別

 区　分
31

 ２７



　

 消火設備

 警報設備

 消火活動上必要な施設

無線通信補助設備

計 584       

連結散水設備

連結送水管 6       

非常コンセント設備 2       

誘導灯等 145       

 消防用水 消防用水 4       

排煙設備 1       

消防機関へ通報する火災報知設備 14       

非常警報設備 44       

 避難設備 避難器具 17       

自動火災報知設備 185       

ガス漏れ火災警報設備  

漏電火災警報器 1       

粉末消火設備 10       

屋外消火栓設備 3       

動力消防ポンプ設備  

泡消火設備 1       

不活性ガス消火設備  

ハロゲン化物消火設備  

屋内消火栓設備 15       

スプリンクラー設備 29       

水噴霧消火設備

　⑸　消防用設備等設置届受理件数　　　
（令和６年度）

種      類 区 　　分 件    数

消火器 107       

 ２８



　⑹　危険物施設数   （３２７施設）　　　　　　
（令和７年４月１日現在）

製造所 8 件

屋内貯蔵所 54 件

屋外タンク貯蔵所 46 件

屋内タンク貯蔵所 0 件

貯蔵所 地下タンク貯蔵所 55 件

簡易タンク貯蔵所 0 件

移動タンク貯蔵所 39 件

屋外貯蔵所 48 件

給油取扱所 31 件

取扱所 販売取扱所 1 件

一般取扱所 45 件

(東京法令出版㈱危険物施設基準の早わかりより転載）

 ２９



（令和７年４月１日現在）

1 1 

 

1 1 

1 2 1 1 3 8 

1 1 

1 1 

5 21 32 18 11 41 9 (5) 15 152 

1 1 2 

1 1 4 (1) 1 7 

1 5 2 (1) 3 11 

1 (1) 1 

1 3 1 5 

1 16 9 13 1 4 5 (5) 15 64 

14 14 

1 1 

1 1 

1 (1) 1 

1 11 4 3 9 2 4 34 

2 1 3 

1 3 4 1 2 (2) 2 13 

1 1 

1 (1) 1 

1 1 

3 3 

 

8 54 46 55 39 48 31 (17) 1 45 327 

計

 勝田台南

 勝田台北

 勝田

 下市場

計

 尾崎

 桑納

 島田

 島田台

 ※ 給油取扱所欄の(     )内数字は自家用給油取扱所施設数

 真木野

 神久保

 桑橋

 佐山

 平戸

 勝田台

 小池

 大学町

 八千代台東

 八千代台南

 八千代台西

 八千代台北

 麦丸

 吉橋

 村上南

 神野

 保品

 堀の内

 上高野

 下高野

 緑が丘

 緑が丘西

 大和田新田

 ゆりのき台

 米本

 村上

 大和田

 萱田町

 萱田

 高津

 高津東

　　　　施設区分

 地区別

一

般

　⑺　地区別危険物施設数　　　　　　　　　　

製

造

所

貯　蔵　所 取　扱　所

屋

内

屋

外

タ

ン

ク

屋

内

タ

ン

ク

地

下

タ

ン

ク

簡

易

タ

ン

ク

移

動

タ

ン

ク

屋

外

給

油

販

売

 ３０



（令和７年４月１日現在）

　⑻　地区別危険物施設数概略図  （３２７施設）

消防本部

中央消防署

東消防署

八千代台分署

勝田台分署

睦分署
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緑が丘西-1 麦丸-1
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緑が丘-1

大和田新田-152

村上南-1
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勝田台-3

高津-8
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印西市

佐倉市
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習志野市

船橋市

新川

桑納川

 ３１



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

許 2 2 

可 24 2 1 2 1 3 3 12 

完 2 1 1 

成 22 3 1 1 3 4 10 

7 2 3 1 1 

6 2 1 1 2 

8 6 1 1 

20 2 2 1 3 12 

1 1 

51 3 12 15 8 1 4 8 

154 11 10 8 16 29 26 30 (1) 24 

297 21 33 29 29 33 36 47 (1) 69 

3 

3 

300 合計（Ａ）＋（Ｂ）

資料提出届

計（Ａ）

仮貯蔵仮取扱申請 ※ 給油取扱所欄の(　 )内数字は自家用給油取扱所分

水圧検査

水張検査

休止（再使用）届

許可申請取下申請

許可取消申請

再交付申請

保安監督者選解任届

計（Ｂ）

廃止

譲渡

品名数量変更届

仮使用承認申請

　　　　　　　 施設区分

 申請等区分

予防規程認可

設置

変更

地

下

タ

ン

ク

簡

易

タ

ン

ク

移

動

タ

ン

ク

屋

外

設置

変更

屋

外

タ

ン

ク

屋

内

タ

ン

ク

一

般

給

油

販

売

　⑼　危険物施設の許認可申請等受理件数
（令和６年度）

計

製

造

所

貯　蔵　所 取　扱　所

屋

内

 ３２



　⑽　危険物施設数の推移
（各年４月１日現在）

製造所
屋 内

貯蔵所

屋 外

タンク

貯蔵所

屋 内

タンク

貯蔵所

地 下

タンク

貯蔵所

簡 易

タンク

貯蔵所

移 動

タンク

貯蔵所

屋 外

貯蔵所

給 油

取扱所

販 売

取扱所

一 般

取扱所

令和５年 8 53 49 0 56 0 41 48 34 1 46

令和６年 8 53 48 0 55 0 42 48 32 1 45

令和７年 8 54 46 0 55 0 39 48 31 1 45
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 ３３



（令和６年度）

 禁止行為解除承認申請 1 　 1 1 　 3 

 防火対象物使用開始(変更)届出 18 18 25 12 19 28 30 14 24 24 20 42 274 

 炉等設置届出 4 4 4 3 1 4 3 1 17 2 1 6 50 

 燃料電池発電設備等設置届出 4 5 6 1 3 6 3 3 6 5 3 6 51 

 ネオン管灯設備設置届出

 水素ガスを充填する気球の設置

 届出

 火災とまぎらわしい煙又は火炎を

 発するおそれのある行為の届出
11 3 14 17 14 11 21 26 43 29 28 17 234 

 煙火打ち上げ・仕掛け届出 1 1 3 3 2 3 1 1 2 17 

 催物開催届出 1 1 

 水道断水・減水届出 1 1 

 道路工事届出 22 21 18 27 26 17 23 35 22 19 14 24 268 

 露店等の開設届出 3 10 2 10 8 8 7 9 13 2 3 6 81 

 指定洞道等届出

 少量危険物・指定可燃物貯蔵・

 取扱い届出
2 2 3 3 1 1 3 2 17 

 少量危険物・指定可燃物貯蔵・

 取扱い廃止届出
1 2 3 2 8 

 少量危険物等タンク検査申請

 圧縮アセチレンガス等の貯蔵又は

 取扱いの開始（廃止)届出
1 2 2 2 3 3 2 6 2 3 26 

 防火管理者選任(解任)届出 47 30 26 24 30 32 30 20 18 15 17 21 310 

 消防計画作成（変更）届出 50 27 34 36 33 34 29 24 26 17 18 30 358 

 統括防火管理者選任（解任）届出 2 2 1 1 2 2 1 2 13 

 全体の消防計画作成（変更）届出 3 2 1 1 3 2 1 1 1 1 16 

 罹災証明願 1 1 1 4 5 3 1 16 

計 167 128 139 140 142 151 153 137 185 124 115 163 1,744 

　　　　　　　　　　　　月　別

 区　分
9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

　⑾　火災予防条例等届受理件数

4月 5月 6月 7月 8月

 ３４



　       （令和６年度）

避難

訓練

（回）

通報

訓練

（回）

消火

訓練

（回）

防火

映画等

（回）

イ 6 3 3 3 1 

ロ 81 35 34 33 28 12 

イ

ロ 6 1 1 1 1 

ハ

ニ 1 5 5 5 5 4 

イ

ロ 107 41 41 39 40 2 

193 124 122 115 117 7 

イ 26 13 13 13 11 11 

ロ 1,923 50 46 38 46 13 

 (1)  病院 2 4 3 3 4 

 (2)  診療所 2 2 2 2 2 

 (3)
 病院[6ｲ(1)を除く]

 診療所[6ｲ(2)を除く]･助産院
25 18 18 16 17 4 

 (4)
 診療所[入院施設なし]

 助産院[入所施設なし]
64 3 3 3 2 1 

 (1)  養護老人ホーム等 74 102 101 98 92 3 

 (2)  救護施設

 (3)  乳児院 1 

 (4)  障害児入所施設

 (5)  障害者支援施設等 19 37 29 37 28 

 (1)  老人デイサービスセンター等 22 16 16 16 15 1 

 (2)  更生施設

 (3)  助産施設・保育所等 50 73 73 69 69 7 

 (4)  児童発達支援センター等 10 3 3 2 2 1 

 (5)  身体障害者福祉センター等 69 16 14 14 12 

ニ 27 25 25 18 19 

134 5 5 4 4 

3 2 2 2 2 

イ

ロ

7 2 2 2 2 

24 

イ 384 53 51 42 34 3 

ロ

イ 163 

ロ

258 12 12 10 7  
444 18 15 13 17 3 

イ 455 239 231 225 226 22 

ロ 211 26 26 23 23 4 

3 

4,794 928 896 846 826 98 

　⑿　消防訓練届受理件数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　月　別

 区　分

防火

対象物数

届出

件数

(件)

訓練等の種別

 (1)
 劇場・観覧場

 公会堂・集会場

 (2)

 キャバレー・ナイトクラブ

 遊技場・ダンスホール

 風俗営業等

 カラオケボックス等

 (3)
 待合・料理店

 飲食店

 (4)  百貨店･マーケット等

 (5)
 旅館・ホテル・宿泊所

 寄宿舎・下宿・共同住宅

 (6)

イ

ロ

ハ

 幼稚園・特別支援学校

 (7)  学校（小・中・高等）大学・各種学校

 (8)  図書館・美術館

 (9)
 蒸気浴場・熱気浴場

 イ 以外の公衆浴場

 (10)  車両の停車場・航空機の発着場

 (11)  神社・教会等

 (12)
 工場・作業場

 映画スタジオ・テレビスタジオ

 (13)
 自動車車庫・駐車場

 飛行機の格納庫

 (17)  文化財

計

 (14)  倉庫

 (15)  前各項に該当しない事業場

 (16)

 特定防火対象物が存する複合用途防火

 対象物

 イ 以外の複合用途防火対象物

 ３５



(令和６年度）

イ 6 

ロ 81 2 2 

イ

ロ 6 2 2 

ハ

ニ 1 

イ

ロ 107 23 2 11 3 1 6 

193 17 5 5 2 2 2 1 

イ 26 5 5 

ロ 1,923 7 1 2 1 1 1 1 

 (1)  病院 2 

 (2)  診療所 2 1 1 

 (3)
 病院[6ｲ(1)を除く]

 診療所[6ｲ(2)を除く]･助産院
25 

 (4)
 診療所[入院施設なし]

 助産院[入所施設なし]
64 

 (1)  養護老人ホーム等 74 25 1 12 5 5 2 

 (2)  救護施設

 (3)  乳児院 1 

 (4)  障害児入所施設

 (5)  障害者支援施設等 19 3 1 2 

 (1)  老人デイサービスセンター等 22 3 1 1 1 

 (2)  更生施設

 (3)  助産施設・保育所等 50 6 4 2 

 (4)  児童発達支援センター等 10 

 (5)  身体障害者福祉センター等 69 

ニ 27 1 1 

134 9 9 

3 

イ

ロ

7 

24 

イ 384 7 5 2 

ロ

イ 163 11 2 4 3 1 1 

ロ

258 4 3 1 

444 9 6 1 1 1 

イ 455 25 19 2 1 2 1 

ロ 211 3 3 

3 

4,794 163 61 

31 12 12 

39 39 39 

257 100 100 

327 151 151 

5,121 314 212 41 23 13 14 11 

　⒀　所属別立入検査実施数

対象

施設数

(※)

実施数

所属別

予防課
中央

消防署

東

消防署

八千代

台分署
睦分署

勝田台

分署

　　　　　　　　　　　　　　　　　   実施所属等

 区　分

 (2)

 キャバレー・ナイトクラブ

 遊技場・ダンスホール

 風俗営業等

 カラオケボックス等

 (1)
 劇場・観覧場

 公会堂・集会場

 (7)  学校（小・中・高等）大学・各種学校

 (3)
 待合・料理店

 飲食店

 (4)  百貨店･マーケット等

 (5)
 旅館・ホテル・宿泊所

 寄宿舎・下宿・共同住宅

 (6)

イ

ロ

ハ

 幼稚園・特別支援学校

 (13)
 自動車車庫・駐車場

 飛行機の格納庫

 (8)  図書館・美術館

 (9)
 蒸気浴場・熱気浴場

 イ 以外の公衆浴場

 (10)  車両の停車場・航空機の発着場

 (11)  神社・教会等

 (12)
 工場・作業場

 映画スタジオ・テレビスタジオ

 (14)  倉庫

 (15)  前各項に該当しない事業場

 (16)

 特定防火対象物が存する複合用途防火

 対象物
 イ 以外の複合用途防火対象物

 (17)  文化財

計 ［Ａ］

 危険物

 施設

 給油取扱所

 移動タンク貯蔵所

 その他の危険物施設

計 ［Ｂ］

合計 ［Ａ＋Ｂ]

※令和７年３月末現在

 ３６



　⑴　火災状況

  ①　火災件数及び損害額の推移 (暦年統計）　

 ②　建物焼損面積の推移 (暦年統計）　

２　火災統計 

99,377

36,278 

26,931

98,683
105,427 

41

36
37

45
49

0

10

20

30

40

50

60

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年

損害額(千円)

火災件数

511
344

286

1,099

603

11
24

216

82

16

0

200

400

600

800

1,000

1,200

0

50

100

150

200

250

令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年

床面積(㎡)

表面積(㎡)

 ３７



（令和６年）

建物 林野 車両 その他

 大和田・大和田新田・村上 6  1  2  9  

 萱田・萱田町・ゆりのき台 1  2  3  

 高津・高津団地・高津東 1  2  3  

 八千代台分署  八千代台東・西・南・北 3  3  6  

 吉橋・桑納・麦丸・島田・緑が丘西

 緑が丘・尾崎・大和田新田の一部
5  2  7  

 桑橋・島田台・小池・真木野・

 神久保
1  2  3  

 大学町・平戸・佐山

 米本・米本団地 1  4  5  

 村上・村上団地・村上南 1  1  2  

 上高野・下高野・保品・神野・

 堀の内
2  5  7  

 下市場・勝田台 2  2  

 勝田台南・勝田

 村上・上高野の一部・村上南

 勝田台北
1  1  2  

24  2  23  49  

 

 睦分署

 勝田台分署

計

　⑵　管理区域・地区別火災件数　

火　災　種　別

計

 中央消防署

 東消防署

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　区　分

 管理区域・地区別

 ３８



（令和６年）

林野

（ａ）

床 107 

表

床 48 

表 5 

床

表

床

表 1 

床

表

床

表

床

表 7 

床

表

床

表

床

表 1 

床 86 

表 2 

床 362 

表

床 603 

表 16 

　⑶　月別火災件数

※ 建物の焼損面積の欄の床は床面積，表は表面積を表す。

焼損面積

（㎡）

建物

7  1  3  20  計 24  2  23  49  

8  2  2  

1  3  

12月 4  1  3  

11月 2  2  

3  2  

2  2  

10月 2  1  

9月 2  

3  1  

1  2  

8月 1  2  

7月 1  1  

3  

6月 3  1  

5月 1  

4  3  

1  

4月 1  1  3  

1  2  3  

3月 3  5  8  

5  1  

2月 3  4  7  

1月 2  2  4  3  1  

　   区分

 月別

建物火災焼損棟数

建物 林野 車両 その他 全焼 半焼 部分焼 ぼや計

火災件数

 ３９



（令和６年）

 たばこ 5      5      

 こんろ 4      4      

 かまど

 風呂かまど

 炉

 焼却炉 1      1      

 ストーブ 1      1      

 こたつ

 ボイラー

 煙突・煙道

 排気管

 電気機器 3      1      4      

 電気装置 1      1      

 電灯・電話等の配線 1      2      3      

 内燃機関

 配線器具 4      1      5      

 火あそび 4      4      

 マッチ・ライター 1      1      

 たき火 1      1      

 溶接機・切断機 1      1      

 灯火 1      1      

 衝突の火花

 取り灰

 火入れ 2      3      5      

 放火 1      3      4      

 放火の疑い 2      2      

 その他 4      1      1      6      

 不明

 調査中

計 24      2      23      49      

　　　　　  火災種別

 出火原因

　⑷　原因別火災件数　

計建物 林野 車両 その他

 ４０



（令和６年）

1    2    3    

3    2    5    

1    5    6    

4    2    4    10    

5    3    8    

3    2    5    

7    5    12    

24    2    23    49    

（暦年統計）

令和６年 令和５年 増減 (A)－(B) 増減率(％）

(Ａ) (B) (Ｃ) (Ｃ)／(Ｂ)×100

24   26   △2   △8   

2   2   

23   17   6   35   

49   45   4   9   

7   7   

1   3   △2   △67   

3   11   △8   △73   

20   14   6   43   

31   35   △4   △11   

 床面積 603   1,099   △496   △45   

 表面積 16   82   △66   △80   

104,662 98,108   6,554   7   

680   291   389   134   

85   284   △199   △70   

105,427   98,683   6,744   7   

※ 損害額及び増減率については，表示単位未満を四捨五入した。

※ 損害額については個々の物件の損害を計上した。

計

 その他

計

計

 爆発

 その他

 車両

 林野

計建物

焼

損

面

積

  建物

 （㎡）

損

害

額

（

千

円

）

焼

損

棟

数

火

災

件

数

 建物

 林野 (ａ)

 車両

 林野

 建物

 ぼや

 部分焼

 半焼

 全焼

林野 車両 その他

　　　　　　　　　　   比　較

 区　分

　⑸　曜日別火災件数　　　

　　　 火災種別

 曜　日

計

 不明

 土曜日

 金曜日

　⑹　火災件数前年比較

 木曜日

 水曜日

 火曜日

 月曜日

 日曜日

 ４１



　⑺　原因別火災件数の推移　　　　　
（暦年統計）

 たばこ 5     3     4     8     5     

 こんろ 5     3     1     2     4     

 かまど

  風呂かまど

 炉

 焼却炉 1     

 ストーブ 1     4     1     

 こたつ

 ボイラー

 煙突・煙道 1     

 排気管

 電気機器 3     1     1     5     4     

 電気装置 1     1     

 電灯・電話等の配線 3     2     2     3     3     

 内燃機関 1     1     

 配線器具 1     3     6     3     5     

 火あそび 1     4     

 マッチ・ライター 2     1     1     

 たき火 1     2     4     3     1     

 溶接機・切断機 1     1     1     

 灯火 1     1     1     1     

 衝突の火花

 取り灰 1     

 火入れ 1     5     

 放火 1     3     4     

 放火の疑い 6     4     1     1     2     

 その他 7     4     11     8     6     

 不明 5     4     3     7     

計 41     36     37     45     49     

令和６年
　　　　　　　年別

 原因別
令和２年 令和３年 令和４年 令和５年

 ４２



（暦年統計）

０時～ 1     

１時～ 2     1     2     

２時～ 1     

３時～ 1     

４時～ 1     2     1     

５時～ 2     3     1     1     1     

６時～ 2     

７時～ 2     4     5     

８時～ 2     1     1     1     1     

９時～ 4     1     2     2     2     

１０時～ 1     1     2     4     4     

１１時～ 3     4     5     2     4     

１２時～ 5     1     2     3     5     

１３時～ 3     2     1     5     

１４時～ 3     1     5     4     

１５時～ 4     2     4     5     3     

１６時～ 3     2     2     

１７時～ 2     1     1     2     4     

１８時～ 1     3     4     3     

１９時～ 1     3     3     2     

２０時～ 3     3     1     1     

２１時～ 4     2     

２２時～ 3     2     1     4     

２３時～ 1     1     3     2     2     

不明

計 41     36     37     45     49     

　⑻　出火時刻別火災件数の推移　　　

令和６年
　　　　　　　年別

 時刻別
令和２年 令和３年 令和４年 令和５年

 ４３



　⑼　全国・千葉県・八千代市の火災件数等の比較
（暦年統計）

 全国

 千 葉 県

 八千代市

床 1,015,053 床 992,353 床 1,064,873 床 1,022,440 床 969,767 

表 108,593 表 120,480 表 96,153 表 124,871 表 107,746 

床 50,910 床 35,366 床 38,005 床 50,602 床 43,021 

表 4,908 表 5,366 表 5,108 表 4,871 表 6,844 

床 511 床 344 床 286 床 1,099 床 603 

表 11 表 24 表 216 表 82 表 16 

 全国

 千 葉 県

 八千代市

 全国

 千 葉 県

 八千代市

 全国

 千 葉 県

 八千代市

 全国

 千 葉 県

 八千代市

 全国

 千 葉 県

 八千代市

5,287,669 

92,895,402 94,208,470 

26,931 

2,930,001 

104,212,628 

2.1 

3.3 

3.1 

4 

273 

5,766 

4 

69 

1,436 1,503 

1.9 

2.9 

2.9 

2,152 

2,593 

2,508 

105,427 

※ 出火率については，表示単位未満を四捨五入した。

2.3 

3.2 

3.0 

3 

281 

5,742 

1 

70 

1.8 

2.7 

2.8 

6 

259 

5,433 5,583 

3 

60 

2 

74 

令和６年令和５年令和４年令和３年令和２年

1,326 

2,424 

63 

3,098 

36,278 

36,314 

1,832 

37 

34,691 

2,990 

99,377 

5,124,695 

103,739,390 

1,417 

1,008 

1,695 

2,959 

3,639,640 

101,742,710 

1,654 

49 

2,039 

37,036 

45 

2,105 

（

人

）

 千 葉 県

 八千代市

38,672 

1,452 

728 

1,987 

3,032 2,436 

98,683 

7,296,399 

 全国

8 

292 

5,750 

2 

2,193 

3,466 

　　　　　　　　　年　別

 区　分

※ 令和６年データは概数値を，それ以外の各年のデータは確定値を使用した。
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35,222 

41 

 ４４



Ⅲ 警 防 

 



 1　消防施設・装備

（令和７年４月１日現在）

中　央 八千代台 睦 東 勝田台

消防署 分　署 分　署 消防署 分　署

 消防ポンプ自動車 1  1 1 3 

 非常用消防ポンプ自動車  1 1 

 水槽付消防ポンプ自動車 2 1 1 1 5 

 非常用水槽付消防ポンプ自動車 1 　 1 

 化学消防ポンプ自動車 1  1 

 はしご付消防自動車 1 1 2 

 小型動力ポンプ付水槽車 1 1 

 救助工作車 1 1 

 高規格救急自動車 2 1 1 1 1 6 

 非常用救急自動車 1 1 2 

 指揮車 1 1 

 非常用指揮車 1 1 

 火災原因調査車 　 1 1 

 広報車  1 1 

 支援車（資機材搬送車） 1 1 

 支援車（Ⅱ型） 1 1 

 隊員輸送車 1 1 

 連絡車 5 5 

 乗用車 1 1 

計 9 9 3 3 9 3           36 

　　　　　　　　　　　所　属

 車両種別

  ⑴　消防本部・消防署車両配置状況

消防本部

消　　防　　署

計

 ４５



　⑵　消防用車両一覧表
　 （令和７年４月１日現在）

ポンプ

級　別

 連絡車  R  6.  6 1.99

 乗用車  R  6.  6 1.99

 連絡車  H30.  7 0.65

 連絡車  H30.  7 0.65

 連絡車  R  5. 12 1.99

 連絡車  H29.  5 0.65

 指揮車  H21.10 1.99

 指揮車  H16.  7 0.65  非常用

 隊員輸送車 　  H17.  1 4.00

 消防ポンプ自動車 Ａ－２  H27.  3 4.00

 化学消防ポンプ自動車 Ａ－２  H27.  2 6.40  1,300ℓ・薬液（500ℓ）　

 救助工作車（Ⅱ型）  H19.  2 6.40  照明装置・ｸﾚｰﾝ付

 はしご付消防自動車  H19.11 8.86  38ｍ級

 高規格救急自動車  R  5.  9 2.69

 高規格救急自動車  R  6. 12 2.69

 救急自動車  H29.  2 2.69  非常用

 支援車（資機材搬送車）  H15.  1 4.21

 火災原因調査車  R  6.  6 1.99 　

 水槽付消防ポンプ自動車 Ａ－２  R  6.  １ 4.00  1,300ℓ

 水槽付消防ポンプ自動車 Ａ－２  H30.  3 4.00  1,300ℓ・災害対応型

 高規格救急自動車  R  5.  3 2.48

 水槽付消防ポンプ自動車 Ａ－２  H30.  3 5.12  1,500ℓ・災害対応型

 水槽付消防ポンプ自動車 Ａ－２  H13.  2 7.96  1,500ℓ・非常用

 高規格救急自動車  R   1.  7 2.69  

 消防ポンプ自動車 Ａ－２  H27.  3 4.00

 消防ポンプ自動車 Ａ－２  H14.  2 4.89  非常用

 水槽付消防ポンプ自動車 Ａ－２  H17.  3 6.40  1,500ℓ

 小型動力ポンプ付水槽車 Ｂ－２  H21.11 9.83  10,000ℓ

 はしご付消防自動車  H21.12 8.86  30ｍ級

 高規格救急自動車  H30.  1 2.69

 救急自動車  H26.  2 2.69  非常用

 支援車（Ⅱ型）  R  4.  3 5.19

 広報車  H16.  7 0.65

 消防ポンプ自動車 Ａ－２  H21.10 4.00

 水槽付消防ポンプ自動車 Ａ－２  H17.  3 6.40  1,500ℓ・災害対応型

 高規格救急自動車  R   2.11 2.69

車　　　　　種 登録年月
排気量

(L)
備　　　　　　考

消

防

本

部

 消防総務課

 予防課

 警防課

　　　　　  　区分

 所属

 勝田台分署

消

防

署

 中央消防署

 八千代台分署

 睦分署

 東消防署

 ４６



（令和６年度）

設　置　場　所 容量(㎥) 設置数

1 米本２４１８－１ 40     1     

2 大和田新田６４７－６ 40     1     

3 村上南１－４－１ 40     1     

3     

（令和６年度）

設　置　場　所 単　口 双　口 設置数 備　　　考

1 島田台７７２－９ 75     1     

2 島田台７５４－６ 100     1     

3 桑橋８６８ 100     1     

4 桑橋１１５ 100     1     

5 上高野１１０７ 100     1     

6 大和田新田６７２ 150     1     

6     

　⑷　新設消火栓

 公設

計

　⑶　新設防火水槽

備　考

私設（協定）

計

 ４７



 　⑸　消防水利の保有数
　　①　防火水槽保有数

保有数

公　設 354

私　設 234

公　設 100

688

　　②　防火水槽保有数の推移

（各年４月１日現在） 

平成２６年

計

（令和７年４月１日現在）

容　量

４０㎥以上

４０㎥未満

688

687

674

666

666

654

645

643

635

631

580 600 620 640 660 680 700

令和７年度

令和６年度

令和５年度

令和４年度

令和３年度

令和２年度

令和元年度

平成３０年度

平成２９年度

平成２８年度

 ４８



　　③　消火栓保有数

　

双口 単口 計

  600㎜ 1     1     

  450㎜ 3     3     

  400㎜ 7     2     9     

  350㎜ 3     1     4     

  300㎜ 83     7     90     令和３年

  250㎜ 33     19     52     令和２年

  200㎜ 241     67     308     令和元年

  150㎜ 697     697     平成３０年

  125㎜ 平成２９年

  100㎜ 593     593     平成２８年

    75㎜ 433     433     平成２７年

計 367     1,823     2,190     平成２６年

平成２５年

　　④　消火栓保有数の推移 平成２４年

（各年４月１日現在） 平成２３年

平成２２年

平成２１年

米本1359 平成２０年

平成１９年

平成１８年

平成１７年

平成１６年

平成１５年

平成１４年

（令和７年４月１日現在）

2,190

2,184

2,179

2,174

2,170

2,163

2,159

2,147

2,139

2,117

2,000 2,020 2,040 2,060 2,080 2,100 2,120 2,140 2,160 2,180 2,200

令和７年度

令和６年度

令和５年度

令和４年度

令和３年度

令和２年度

令和元年度

平成３０年度

平成２９年度

平成２８年度

 ４９



Ⅳ 指 令 

 



５１ 

１ 消防通信 

⑴ 消防救急指令管制システム構成図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         消防本部 

消防本部         消防署・分署        消防署・分署 
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　⑵　災害発生状況件数
 　　 （令和６年）

火災 救助 その他 特殊災害 計

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計 12,198 1,504 49 225 522 796 12,994 

※ＰＡ連携の件数は，救急件数の内訳

124 1,102 1,177 75 51 21 3 

1,071 73 56 15 2 

1,016 58 36 19 3 

997 60 40 18 2 

１２月 1,318 99 67 24 8 182 1,219 

1,154 ７月

８月

９月

１０月

１１月 937 

958 

998 

1,221 67 44 21 2 

６月

1,032 49 25 23 1 103 983 ５月

929 ２月

1,106 75 48 23 4 127 1,031 

129 979 ３月

986 57 35 15 7 127 

1,041 62 43 11 8 

1,148 72 52 16 4 

消防車等の災害出場※救急

ＰＡ連携
計

881 49 

149 

25 19 5 92 

126 

127 

102 

116 

　　 種別

 月別
救急

１月 1,076 

832 ４月
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　⑶　月別気象状況

   （令和６年）

雨量 降雪

（％） （℃） （㎜） (㎝)

１月 23 7 1 98.8 17.4 56.7 17.1 -1.2 6.5 北西 27 4 23.8 3.1 42.5 

２月 17 7 5 98.3 19.7 66.1 21.9 -0.2 7.1 北西 24 5 26.8 3.5 35.0 

３月 21 5 5 99.7 10.8 60.3 25.3 0.2 9.0 北西 26 5 27.7 3.8 146.0 

４月 16 11 3 99.7 22.4 77.0 28.8 6.1 16.3 南東 28 2 23.4 2.8 91.5 

５月 14 10 7 99.4 17.2 76.6 29.2 9.1 19.3 南南西 23 8 23.6 3.9 167.5 

６月 16 11 3 99.7 39.7 81.5 34.7 15.1 22.4 南南西 29 1 19.4 2.7 285.0 

７月 21 7 3 99.4 39.1 82.3 38.9 21.5 28.1 南南西 28 3 26.3 3.1 79.0 

８月 18 11 2 99.7 42.2 83.1 36.7 23.8 28.5 北東 30 1 18.9 3.2 163.0 

９月 15 13 2 99.7 38.6 85.6 35.1 16.4 26.0 南南西 24 6 23.3 3.7 41.0 

１０月 13 14 4 99.9 44.4 85.3 30.2 9.1 20.0 北東 30 1 16.7 3.1 139.5 

１１月 19 9 2 99.7 16.9 73.5 23.8 3.5 13.2 北北西 30 19.4 2.6 75.0 

１２月 30 1 97.4 18.3 55.9 18.3 -1.8 7.4 北西 30 1 20.1 2.5 

年間 223 106 37 99.9 10.8 73.7 38.9 -1.8 17.0 南南西 329 37 27.7 3.2 1,265.0 

　

 

快

晴

 

最

高

 

最

低

（m/s）

風　速気　温湿　度

　

平

均

　

降
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量

　

降

雪

量

 

平

均

 

最

高

 

最

低

 

平

均

 

最

多

風

向

 

５

未

満

　　種別

 月別

天　気
風

向
　

５

～

　

未

満

　

　

以

上

　

最

大

風

速

 

晴

 

曇

 

雨

 

雪

１０

１０
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（令和６年）

（令和６年）

　　②　湿度

　　①　気温

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

最高気温 17.1 21.9 25.3 28.8 29.2 34.7 38.9 36.7 35.1 30.2 23.8 18.3

最低気温 -1.2 -0.2 0.2 6.1 9.1 15.1 21.5 23.8 16.4 9.1 3.5 -1.8

平均気温 6.5 7.1 9.0 16.3 19.3 22.4 28.1 28.5 26.0 20.0 13.2 7.4

-10.0

-5.0

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

（℃）

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

最高湿度 98.8 98.3 99.7 99.7 99.4 99.7 99.4 99.7 99.7 99.9 99.7 97.4

最低湿度 17.4 19.7 10.8 22.4 17.2 39.7 39.1 42.2 38.6 44.4 16.9 18.3

平均湿度 56.7 66.1 60.3 77.0 76.6 81.5 82.3 83.1 85.6 85.3 73.5 55.9

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

（％）
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（令和６年）

（令和６年）

　　③　降雨量

　　④　風速

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

300.0

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

降雨量 42.5 35.0 146.0 91.5 167.5 285.0 79.0 163.0 41.0 139.5 75.0 0.0

（mm）

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

最大風速 23.8 26.8 27.7 23.4 23.6 19.4 26.3 18.9 23.3 16.7 19.4 20.1

平均風速 3.1 3.5 3.8 2.8 3.9 2.7 3.1 3.2 3.7 3.1 2.6 2.5

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

（m/s）
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Ⅴ 救 急 

・ 救 助 

 



１　救急統計

　⑴　救急活動状況の推移

　 

7,686 7,998
8,121 8,192

8,467

7,456
7,715

8,538
8,749

9,212
8,574

8,964 9,158 9,324
9,777

8,802

9,436

11,509
11,911

12,198

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

平成２７年 平成２８年 平成２９年 平成３０年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年

下の棒グラフが搬送人員 上の折れ線が出動件数

（暦年統計）

 ５７



　　①　事故種別出動件数

（暦年統計）

　　　　  年別

 事故種別

平成

２７年

平成

２８年

平成

２９年

平成

３０年

令和

元年

令和

２年

令和

３年

令和

４年

令和

５年

令和

６年

火 災 41 23 24 23 23 28 40 31 39 38

自 然 災 害 1 7 4 5 8 1 1 1

水 難 3 1 1 3 1 8 7 4

交 通 636 636 653 635 610 444 466 525 552 533

労 働 災 害 64 47 73 90 78 93 130 133 127 123

運 動 競 技 45 45 52 39 45 18 47 54 44 45

一 般 1,170 1,208 1,304 1,287 1,405 1,378 1,385 1,698 1,844 1,923

加 害 63 64 55 47 52 53 58 71 51 65

自 損 行 為 81 84 80 81 70 63 77 97 96 122

急 病 5,349 5,672 5,853 6,131 6,357 5,734 6,128 7,896 8,066 8,084

そ の 他 1,121 1,178 1,059 985 1,134 982 1,104 996 1,084 1,260

計 8,574 8,964 9,158 9,324 9,777 8,802 9,436 11,509 11,911 12,198

　　②　事故種別搬送人員数

（暦年統計）

　　　　  年別

 事故種別

平成

２７年

平成

２８年

平成

２９年

平成

３０年

令和

元年

令和

２年

令和

３年

令和

４年

令和

５年

令和

６年

火 災 3 5 4 3 7 4 7 10 2 4 

自 然 災 害 1 7 4 5 6 1 1 

水 難 2 4 1 2 

交 通 620 613 631 601 575 411 404 421 422 436 

労 働 災 害 61 46 73 88 75 92 122 120 118 115 

運 動 競 技 49 45 53 39 44 18 45 52 39 43 

一 般 1,045 1,100 1,179 1,139 1,236 1,213 1,196 1,359 1,474 1,556 

加 害 44 56 45 35 40 38 42 40 28 33 

自 損 行 為 60 59 55 63 50 45 47 54 53 67 

急 病 4,850 5,110 5,217 5,444 5,526 4,827 5,025 5,808 5,874 6,105 

そ の 他 951 957 860 775 914 802 826 670 738 850 

計 7,686 7,998 8,121 8,192 8,467 7,456 7,715 8,538 8,749 9,212 

 ５８



　　③　男女別搬送人員数

（暦年統計）

4,142 4,256 4,287 4,221 4,437 3,844 4,054 4,492 4,543 4,724

3,544 3,742 3,834 3,971 4,030 3,612 3,661 4,046 4,206 4,488

7,686 7,998 8,121 8,192 8,467 7,456 7,715 8,538 8,749 9,212

　⑵　事故種別時間別出動件数
（令和６年）

7 62 8 11 443 38 569 

1 12 2 46 6 8 366 33 474 

1 1 15 2 58 6 5 378 15 481 

1 1 42 5 124 2 6 643 33 857 

2 1 59 27 7 232 1 10 907 108 1,354 

8 50 15 8 258 1 8 911 243 1,502 

4 1 63 27 7 209 4 13 862 226 1,416 

3 1 70 17 10 220 5 10 839 149 1,324 

3 71 15 8 223 2 11 740 171 1,244 

9 71 11 5 199 2 15 787 118 1,217 

3 35 2 168 11 8 668 81 976 

3 38 124 17 17 540 45 784 

38 1 4 533 123 45 1,923 65 122 8,084 1,260 12,198 

運

動

競

技

平成

２７年

平成

２８年

　２２～２４

　１２～１４

　１４～１６

　１６～１８

　１８～２０

　２０～２２

労

働

災

害

男

女

計

火

災

自

然

災

害

計

　１０～１２

計

　　０～２

　　２～４

　　４～６

　　６～８

　　８～１０

加

害

水

難

自

損

行

為

急

病

一

般

負

傷

そ

の

他

交

通

　　事故種別

 時間別

令和

４年

令和

５年

　　　    年別

 性別

平成

３０年

令和

６年

令和

元年

令和

２年

令和

３年

平成

２９年

 ５９



　⑶　事故種別時間別搬送人員数
（令和６年）

3 48 4 7 276 4 342 

8 2 28 2 3 238 6 287 

1 15 2 44 3 2 262 3 332 

36 5 90 2 4 458 3 598 

51 25 7 212 1 6 756 68 1,126 

43 14 8 221 1 4 753 205 1,249 

1 1 54 24 7 178 2 10 679 193 1,149 

1 57 16 9 186 1 4 662 115 1,051 

59 14 7 183 1 6 578 125 973 

2 50 11 5 167 8 589 77 909 

28 2 121 5 3 480 35 674 

1 32 78 11 10 374 16 522 

4 1 2 436 115 43 1,556 33 67 6,105 850 9,212 

０～２

計

そ

の

他

加

害

自

損

行

為

急

病

火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

　　　事故種別

 時間別

２～４

４～６

６～８

　８～１０

計

１８～２０

２０～２２

２２～２４

１０～１２

１２～１４

１４～１６

１６～１８
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　⑷　事故種別年齢区分別搬送人員数
（令和６年）

1 2 21 24 

8 97 328 37 470 

1 1 68 38 74 3 4 151 19 359 

1 238 90 4 271 27 57 1,708 248 2,644 

4 122 25 1 1,113 3 6 3,916 525 5,715 

4 1 2 436 115 43 1,556 33 67 6,105 850 9,212 

※ 年齢区分は，次による。

　⑸　事故種別傷病程度別搬送人員数
（令和６年）

1 4 4 88 97 

1 23 6 39 1 12 531 114 727 

3 1 1 106 50 10 556 9 24 2,879 633 4,272 

1 306 59 33 957 23 27 2,607 103 4,116 

4 1 2 436 115 43 1,556 33 67 6,105 850 9,212 

※ 傷病程度は，初診時における医師の診断に基づき，次の５種類に分類した。

　 ・少年　　満７歳以上満１８歳未満の者

　 ・成人　　満１８歳以上満６５歳未満の者

中 等 症

軽 症

加

害

　 ・高齢者　満６５歳以上の者

死 亡

重 症

火

災

　　　 事故種別

 傷病程度

急

病

そ

の

他

計

自

損

行

為

自

然

災

害

水

難

交

通

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

※ 搬送人員は，医師の診断を受け傷病程度の判明した人員である。

　 ・中等症とは，傷病程度が入院を必要とするもので重症に至らないもの。

 　・軽症とは，傷病程度が入院加療を必要としないもの。

　 ・その他とは，傷病程度が判明しないもの及びその他に搬送したもの。

そ の 他

計

　 ・重症とは，傷病程度が３週間の入院加療を必要とするもの以上のもの。

　 ・死亡とは，初診時において死亡が確認されたもの。

計

　 ・新生児　生後２８日未満の者

計

新 生 児

乳 幼 児

少 年

成 人

高 齢 者

火

災

自

然

災

害

水

難

一

般

負

傷

加

害

　 ・乳幼児　生後２８日以上満７歳未満の者

急

病

自

損

行

為

そ

の

他

交

通

労

働

災

害

運

動

競

技

　　　 事故種別

 年齢区分
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　⑹　年齢区分別傷病程度別搬送人員数
（令和６年）

　⑺　事故種別不搬送理由別件数
（令和６年）

6 18 7 31 

2 78 5 2 271 21 22 1,508 77 1,986 

2 33 3 88 7 6 258 45 442 

2 1 1 25 184 17 230 

3 3 6 

18 2 2 1 4 58 85 

12 1 1 3 176 193 

2 1 2 2 9 31 47 

34 2 117 8 2 372 32 55 1,987 411 3,020 

急

病

そ

の

他

計

交

通

自

損

行

為

一

般

負

傷

加

害

運

動

競

技

労

働

災

害

計

誤報・いたずら

火

災

自

然

災

害

水

難

そ の 他

辞退（到着前）

辞退（到着後）

傷 病 者 な し

明 ら か な 死 亡

他車（隊）搬送

拒 否

　　　　　  事故種別

 不搬送理由

死 亡

重 症

　　　　　  年齢区分

 傷病程度

5,715 2,644 

13 

170 

1,018 

1,443 

13 

190 

267 

470 

少年乳幼児

18 

4 

7 

128 

224 

2 

計

中 等 症

軽 症

そ の 他

359 9,212 

97 

727 

新生児

24 

高齢者

2,178 

4,272 

成人

84 

535 

2,918 

合　計

4,116 
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　⑻　現場到着所要時間別出動件数
（令和６年）

5 56 3,344 4,328 351 8,084 11分11秒

2 1 213 279 38 533 12分48秒

4 16 796 1,023 84 1,923 11分08秒

12 23 633 922 68 1,658 11分00秒

23 96 4,986 6,552 541 12,198 11分11秒

　⑼　収容所要時間別搬送人員数
（令和６年）

5 302 3,875 1,775 148 6,105 55分37秒

15 276 135 10 436 56分36秒

51 981 492 32 1,556 56分13秒

1 74 834 190 16 1,115 47分59秒

6 442 5,966 2,592 206 9,212 54分51秒

 

交 通

※ 所要時間は，入電から収容医療機関の医師に傷病者を引き継ぐまでに要した時間をいう。

一 般

そ の 他

１２０分

以上
計

３０分以上

６０分未満

６０分以上

１２０分

未満

平均所要

時間

計

交 通

１０分未満
１０分以上

２０分未満

急 病

 　　　時間

 種別

 　　　時間

 種別

一 般

２０分以上

３０分未満

急 病

※ 所要時間は，入電から現場到着までに要した時間をいう。

平均所要

時間
３分未満

３分以上

５分未満

５分以上

１０分未満

計

１０分以上

２０分未満
２０分以上

そ の 他

計
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　⑽　医療機関等へ収容するまでの間に救急隊員が行った応急処置数
（令和６年）

6,105 436 1,556 1,115 9,212 

19 15 102 24 160 

8 78 381 54 521 

15 102 80 26 223 

44 5 2 10 61 

1,088 33 43 249 1,413 

107 3 4 114 

205 2 13 12 232 

　　 21 1 2 3 27 

5,916 433 1,532 1,083 8,964 

5,238 356 1,195 919 7,708 

5,924 433 1,536 1,101 8,994 

4,555 183 810 749 6,297 

226 3 15 13 257 

4 4 

3 1 4 

45 1 2 4 52 

39 2 1 42 

24 1 25 

146 1 6 6 159 

49 2 3 54 

79 1 4 3 87 

46 1 3 2 52 

41 41 

18 18 

5,138 373 1,319 954 7,784 

28,779 2,019 7,042 5,210 43,050 

計

急

病

交

通

一

般

そ

の

他

  血圧測定

  心音・呼吸音聴取

  血中酸素飽和度測定

計

  血糖測定

  ブドウ糖投与

  静脈路確保

  その他の処置

  エピペン投与

  薬剤投与

  保温

  酸素吸入

  胸骨圧迫

  うち心肺機能停止前

  うち心肺機能停止後

  ショックパンツによる血圧保持

  除細動

  うちラリンゲアルマスク等

  心肺蘇生

  在宅療法継続

  人工呼吸

  うち気管挿管

  うち経鼻エアウェイ

  うち異物除去

  心電図測定

  気道確保

　　　　　　　　　　　事故種別

 応急処置

 対象人員

  止血

  固定

  被覆
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　⑾　不搬送件数のうち救急隊員が行った現場応急処置数
（令和６年）

1,990 134 374 547 3,045 

11 1 10 4 26 

7 17 65 10 99 

2 1 3 

1 1 2 

9 2 11 

3 3 

1,721 110 328 183 2,342 

1,415 83 248 133 1,879 

1,738 110 330 180 2,358 

667 23 78 41 809 

4 1 1 6 

1 1 

1,411 85 267 141 1,904 

6,988 431 1,329 695 9,443 

計

  薬剤投与

  胸骨圧迫

  心肺蘇生

 対象人員

  止血

  固定

急

病

交

通

一

般

そ

の

他

  酸素吸入

  うち経鼻エアウェイ

  心電図測定

  気道確保

  在宅療法継続

  ショックパンツによる血圧保持

  血圧測定

  心音・呼吸音聴取

  血中酸素飽和度測定

 　　　　　　　　　　　事故種別

 応急処置

  人工呼吸

  被覆

  保温

  うち異物除去

  静脈路確保

計

  ブドウ糖投与

  エピペン投与

  その他の処置

  除細動

  うち心肺機能停止前

  うち心肺機能停止後

  うちラリンゲアルマスク等

  うち気管挿管

  血糖測定

 ６５



　⑿　曜日別月別出動件数
（令和６年）

月 6 68 15 5 301 5 22 1,294 194 1,910 

火 3 75 23 245 9 27 1,162 205 1,749 

水 10 1 78 26 4 281 7 16 1,104 158 1,685 

木 6 1 72 20 3 300 12 18 1,175 155 1,762 

金 3 78 19 1 242 3 12 1,143 232 1,733 

土 7 2 88 15 17 289 13 13 1,055 186 1,685 

日 3 1 74 5 15 265 16 14 1,151 130 1,674 

38 1 4 533 123 45 1,923 65 122 8,084 1,260 12,198 

１月 7 44 11 3 155 7 10 755 85 1,077 

２月 5 39 7 2 149 9 9 633 75 928 

３月 1 1 44 10 5 173 6 9 635 95 979 

４月 1 1 36 9 8 145 6 8 520 98 832 

５月 48 13 1 174 3 13 620 111 983 

６月 3 1 53 9 5 158 2 12 664 124 1,031 

７月 3 1 51 16 4 147 4 14 791 123 1,154 

８月 51 14 4 160 1 11 761 100 1,102 

９月 4 44 8 3 155 5 13 668 98 998 

１０月 1 1 47 9 4 167 4 8 613 104 958 

１１月 6 46 9 2 158 7 7 595 107 937 

１２月 7 30 8 4 182 11 8 829 140 1,219 

           

自

然

災

害

水

難

交

通

労

働

災

害

運

動

競

技

月

 

別

そ

の

他

計

自

損

行

為

急

病

計

火

災

一

般

負

傷

加

害

曜

　

日

　

別

 　　  事故種別

 区分
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　⒀　曜日別月別搬送人員数
（令和６年）

月 58 14 5 247 3 15 991 144 1,477 

火 66 21 198 4 11 851 150 1,301 

水 1 64 26 4 238 2 7 806 104 1,252 

木 59 18 3 239 8 10 897 87 1,321 

金 61 17 1 202 2 7 868 176 1,334 

土 3 2 68 14 16 223 7 9 813 118 1,273 

日 1 60 5 14 209 7 8 879 71 1,254 

4 1 2 436 115 43 1,556 33 67 6,105 850 9,212 

１月 33 10 3 121 3 6 557 57 790 

２月 35 7 2 122 4 6 459 54 689 

３月 1 1 38 10 5 139 4 3 485 75 761 

４月 31 8 7 120 3 5 420 63 657 

５月 42 11 1 152 1 6 495 77 785 

６月 1 41 9 4 134 2 6 517 80 794 

７月 47 16 4 113 1 9 592 80 862 

８月 36 13 4 114 1 5 561 54 788 

９月 34 6 3 124 3 8 480 69 727 

１０月 1 36 9 4 142 3 4 477 71 747 

１１月 2 39 8 2 126 2 6 451 79 715 

１２月 1 24 8 4 149 6 3 611 91 897 

 　　  事故種別

 区分

月

 

別

そ

の

他

計

自

損

行

為

急

病

計

曜

　

日

　

別

一

般

負

傷

加

害

火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

労

働

災

害

運

動

競

技

 ６７



　⒁　発生場所別搬送人員数

（令和６年）

4,877 1,009 47 168 4 6,105 

26 11 397 2 436 

895 385 10 259 7 1,556 

80 925 93 12 5 1,115 

5,878 2,330 150 836 18 9,212 

　 ・道路とは，一般道路，高速道路，交差点，歩道及び歩道橋等をいう。

　 ・公衆出入場所とは，多数の人が集まる場所をいう。

　 ・仕事場とは，工場，作業場，各種事業所等の仕事をしている場所をいう。

　 ・住宅とは，一般住宅及び高層住宅等に住居としている場所をいう。

交 通

そ の 他

※ 発生場所は，事故等の発生した場所又は傷病者がいた場所に基づき，次により分類した。

道路仕事場 計その他

計

急 病

住宅
公衆出入

場所

一 般

 　　　　発生場所

 事故種別

 ６８



　⒂　応急手当普及啓発活動実施状況
（年度統計）

 回数 34 71 77 69 

 受講者数 347 745 776 768 

 回数 9 24 25 20 

 受講者数 101 240 218 216 

 回数 5 8 7 

 受講者数 66 71 97 

 回数 5 47 37 38 

 受講者数 81 3,874 2,974 3,809 

 回数 0 

 受講者数 0 

 回数 0 

 受講者数 0 

 回数 3 3 1 

 受講者数 8 10 4 

 回数 48 150 150 135 

 受講者数 529 4,933 4,049 4,894 

※ 令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響により開催を見合わせる。

※ 令和３年度は緊急事態宣言及びまん延防止等重点措置期間中以外に実施したもの。

※ 令和４年度は一部の講習を除き感染防止対策として受講者数を制限し実施したもの。

　 ５類感染症に移行後は受講者数の制限を解き実施したもの。

　　　　　　　　　   年度別

 区　分

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度令和２年度

 分割講習

計

 応急手当

 普及員講習

※ 令和５年度は一部の講習を除き感染防止対策として受講者数を制限し，新型コロナウイルス感染症が

 普通救命講習

 （成人）

 普通救命講習

 （小児・乳児）

 救命入門

 コース

 上級救命講習

 実技救命講習

 ６９



（暦年統計）

出動件数 5 13 1 66 92 177 

活動件数 5 8 1 65 6 85 

救助人員 4 8 34 6 52 

出動件数 1 10 1 2 61 62 137 

活動件数 1 5 2 61 2 71 

救助人員 1 6 2 38 2 49 

出動件数 3 18 7 89 93 210 

活動件数 3 13 6 89 8 119 

救助人員 2 13 4 53 7 79 

出動件数 2 12 7 2 100 72 195 

活動件数 2 9 7 1 100 13 132 

救助人員 1 8 3 2 64 8 86 

出動件数 2 15 5 1 122 5 77 227 

活動件数 2 9 4 1 113 3 25 157 

救助人員 1 8 2 1 68 1 9 90 

(注）その他の事故には，誤報・いたずら等を含む。

機

械

に

よ

る

事

故

建

物

等

に

よ

る

事

故

ガ

ス

及

び

酸

欠

事

故

破

裂

事

故

そ

の

他

の

事

故

計

令和２年

令和３年

令和４年

令和５年

令和６年

２　救助統計

　救助出動件数及び活動状況

火

災

交

通

事

故

水

難

事

故

風

水

害

等

自

然

災

害

　 　　　　   事故種別

 年別・区分
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Ⅵ 消 防 団 

 



７１ 

新川 

１ 消防団概要 

⑴ 消防団配置図 
                             （令和７年４月１日現在） 

 

第３方面隊 

（第 10～第 13分団） 

第１方面隊 

（第１～第５分団） 

第２方面隊 

（第６～第９分団） 

第４分団 

第１分団 

第２分団 

第３分団 

消防団本部 

第 10分団 

第 12分団 

第 11分団 

第 13分団 

第９分団 

第７分団 

第６分団 

第８分団 

東葉勝田台 

 

佐倉市 

八千代台 

 

勝田台 大和田 

八千代中央 
八千代緑が丘 

村上 

白井市 

船橋市 

千葉市 

東葉高速線 

第５分団 

印西市 

習志野市 



市 長
第 １ 方 面 隊 第 ３ 分 団

　⑵　消防団組織

本 部 付 分 団

第 １ 分 団

第 ２ 分 団

2

 （令和７年４月１日現在）

第 13 分 団

第 ４ 分 団

第 ５ 分 団
消 防 団 長

本

部

第 ６ 分 団

第 ７ 分 団

消 防 副 団 長 第 ２ 方 面 隊

第 ８ 分 団

第 ９ 分 団

第 10 分 団

第 11 分 団

第 ３ 方 面 隊

第 12 分 団

団員実数：２７５人

※ 各団員数は図の右側に記載

1

3

21

2

2

26

16

14

19

17

21

15

18

20

18

18

21

21

 ７２



 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     

30 2 21 21 21 21 21 2 21 21 21 21 2 21 21 21 309 

実員 

団

長
 消防団長 1 1 

 消防副団長 3 3 

 方面隊長 1 1 1 3 

 方面副隊長 1 1 1 3 

 分団長 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 14 

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 14 

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 28 

 22 12 10 15 13 17 11 14 16 14 14 17 17 209 

第

６

分

団

　⑶　区域別消防団員数
   （令和７年４月１日現在）

分団名
本

部

第１方面隊 第２方面隊 第３方面隊

計
方

面

隊

第

1

分

団

第

２

分

団

第

３

分

団

第

４

分

団

第

５

分

団

方

面

隊

第

12

分

団

第

13

分

団

区

　

域

　

名

八

千

代

市

全

域

第

1

分

団

か

ら

第

５

分

団

ま

で

の

区

域

大

和

田

・

萱

田

町

及

び

村

上

の

一

部

ゆ

り

の

き

台

・

萱

田

及

び

萱

田

町

の

一

部

大

和

田

新

田

・

緑

が

丘

及

び

萱

田

町

の

一

部

八

千

代

台

東

・

八

千

代

台

南

・

八

千

代

台

北

及

び

八

千

代

台

西

高

津

・

高

津

東

及

び

八

千

代

台

北

の

一

部

第

７

分

団

第

８

分

団

第

９

分

団

方

面

隊

第

10

分

団

第

11

分

団

第

6

分

団

か

ら

第

9

分

団

ま

で

の

区

域

桑

納

・

麦

丸

・

島

田

及

び

大

和

田

新

田

の

一

部

吉

橋

・

尾

崎

及

び

緑

が

丘

西

桑

橋

・

島

田

台

・

小

池

・

真

木

野

・

神

久

保

及

び

大

学

町

平

戸

・

佐

山

及

び

大

学

町

の

一

部

第

10

分

団

か

ら

第

13

分

団

ま

で

の

区

域

米

本

・

上

高

野

及

び

下

高

野

村

上

及

び

村

上

南

の

一

部

下

市

場

・

勝

田

台

北

・

勝

田

台

・

勝

田

台

南

・

村

上

南

・

勝

田

上

高

野

の

一

部

及

び

村

上

の

一

部

保

品

・

神

野

・

堀

の

内

及

び

米

本

の

一

部

条例定数 21 

30 2 16 14 19 17 21 2 21 275 
 内訳

副

団

長

15 18 20 18 2 18 21 21 

 班長 2 

 団員 17 

分

団

長 1 

 部長 1 

 ７３



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        
階級  団長

１８歳
１９歳 3 3 
２０歳
２１歳
２２歳
２３歳 6 6 
２４歳
２５歳
２６歳 3 3 
２７歳 3 3 
２８歳 1 1 
２９歳 1 1 
３０歳 1 5 6 
３１歳 3 3 
３２歳 1 1 
３３歳 1 2 2 5 
３４歳 4 4 
３５歳 1 1 6 8 
３６歳 5 5 
３７歳 1 1 3 8 13 
３８歳 1 7 8 
３９歳 1 5 6 
４０歳 1 1 8 10 
４１歳 1 1 8 10 
４２歳 2 1 3 8 14 
４３歳 1 1 6 8 
４４歳 4 4 1 5 14 
４５歳 1 2 1 1 9 14 
４６歳 1 3 10 14 
４７歳 2 6 8 
４８歳 2 2 11 15 
４９歳 1 2 8 11 
５０歳 1 1 7 9 
５１歳 1 1 11 13 
５２歳 1 7 8 
５３歳 7 7 
５４歳 1 3 10 14 
５５歳 1 3 4 
５６歳 7 7 
５７歳 1 4 5 
５８歳 1 2 3 
５９歳 3 3 
６０歳 1 2 3 
６１歳
６２歳 1 1 
６３歳 1 1 
６４歳 1 1 
６５歳 2 2 
６６歳
６７歳
６８歳
６９歳

７０歳以上
計 1 3 3 3 14 14 28 209 275 

（令和７年４月１日現在）

  ※ 平均年齢は44.2歳

団員 計

　⑷　年齢別消防団員数

副団長 分団長

部長 班長消防

副団長

方面

隊長

方面

副隊長
分団長

消防

団長

　　　　職名

 年齢

 ７４



　⑸　在職年数別消防団員数

　⑹　消防団員の報酬等

 ・災害 ・・・ １回に付き 8,000円支給（４時間未満は4,000円支給）

 ・警戒

 ・訓練 各１回に付き 7,000円支給（４時間未満は3,500円支給）

・その他

 （令和７年４月１日現在）

 （令和７年４月１日現在）

 ２５年以上３０年未満

 うち女性

 ３０年以上３５年未満

 うち女性

 ３５年以上４０年未満

 うち女性

 うち女性

　 ５年以上１０年未満

 うち女性

 １０年以上１５年未満

 うち女性

1  

3  41  61  

団員 計

13  13  

3  59  63  

5  12  

団長 副団長 分団長 部長 班長

　 ５年未満

　　　　　　　　　   階級

 区分

2  8  30  48  

4  

2  1  3  

4  

8  

3  4  

1  3  5  4  

1  

 １５年以上２０年未満

 うち女性

33  

1  1  2  

3  2  1  25  2   ２０年以上２５年未満

 うち女性

37  50  

13  15  2  

1  4  5  

75,000円 100,000円  年額報酬

209  

 ４０年以上

 うち女性

計

 うち女性

　　　　　  階級

 区分

 出動報酬

275  

1  1  2  22  26  

団長 副団長 分団長 部長 班長 団員

136,000円 36,500円 37,000円 46,000円 

1  6  17  14  28  

 ７５



 （令和７年４月１日現在）

ポンプ 排気量

級　別 (L)

第１分団  消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ） Ａ－２ H27.  1 4.00  無線機付

第２分団  消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ） Ａ－２ H20.  1 4.00  無線機付

第３分団  消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ） Ａ－２ H21.  2 4.00  無線機付

第４分団  消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ） Ａ－２ H20.  1 4.00  無線機付

第５分団  消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ） Ａ－２ R  4.  2 4.00  無線機付

第６分団  消防ポンプ自動車（ＣＤ－１） A－２ R  5.  3 4.00  無線機付

第７分団  消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ） Ａ－２ H19.  3 4.00  無線機付

第８分団  消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ） Ａ－２ H16.11 4.00  無線機付

第９分団  消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ） Ａ－２ H30.  2 4.00  無線機付

第10分団  消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ） Ａ－２ R  6.  1 4.00  無線機付

第11分団  消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ） Ａ－２ H30.  2 4.00  無線機付

第12分団  消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ） Ａ－２ H21.  2 4.00  無線機付

第13分団  消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ） Ａ－２ H27.  1 4.00  無線機付

団本部  連絡車 R  7.  2 0.65

団本部

　⑺　分団別消防自動車の配置状況

備　考

第１方面隊

第３方面隊

第２方面隊

所　属 車　　種 購入年月

 ７６



 （令和７年４月１日現在）

20㎥ 20㎥ 40㎥
～

未満 40㎥ 以上

第１分団  大和田，萱田町及び村上の一部 3 24 5 32 161 193 

第２分団  ゆりのき台，萱田及び萱田町の一部 1 17 11 29 128 157 

第３分団  大和田新田，緑が丘及び萱田町の一部 4 84 69 157 420 577 

 八千代台東，八千代台南，八千代台北

 及び八千代台西

第５分団  高津，高津東及び八千代台北の一部 5 30 10 45 195 240 

第６分団
 桑納，麦丸，島田及び大和田新田の

 一部
9 10 5 24 55 79 

第７分団  吉橋，尾崎及び緑が丘西 7 27 30 64 137 201 

 桑橋，島田台，小池，真木野，神久保

 及び大学町

第９分団  平戸，佐山及び大学町の一部 9 11 20 27 47 

第10分団  米本，上高野及び下高野 16 1 22 20 59 161 220 

第11分団  村上及び村上南の一部 9 9 21 39 115 154 

 下市場，勝田台北，勝田台，勝田台南，

 村上南，勝田，上高野の一部及び村上

 の一部

第13分団  保品，神野，堀の内及び米本の一部 11 17 5 33 66 99 

97 3 354 234 688 2,190 2,878 計

第12分団

3 1 

12 1 

第４分団

第８分団

8 

第２方面隊

467 

124 

372 28 

15 

95 59 

第３方面隊

15 43 81 

　⑻　分団別水利状況

所　属 管　轄　区　域

15 29 

防　火　水　槽

消火栓
計私設

公　設

320 48 272 

計

第１方面隊
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建築面積
延面積

(専有面積)

(㎡) (㎡)

　第１分団  大和田793番地  鉄骨造２階建 30.00 51.68
昭和60年

 3月31日

　第２分団  萱田1104番地1  鉄骨造２階建 34.30 54.64
平成4年

3月25日

　第３分団  大和田新田154番地1  鉄骨造２階建 31.82 53.40
昭和59年

3月31日

　第４分団
 八千代台東1丁目17

 番1号

 鉄筋コンクリート造

 ２階建
356.20 (96.67)

昭和54年

3月31日

　第５分団  高津298番地1  鉄骨造２階建 36.05 54.27
平成5年

3月20日

　第６分団  桑納203番地1  鉄骨造２階建 39.17 63.03
平成8年

3月21日

　第７分団  吉橋1196番地1  軽量鉄骨造２階建 29.19 49.48
昭和57年

3月25日

　第８分団  島田台1052番地  鉄骨造２階建 36.05 54.27
平成6年

1月31日

　第９分団  平戸263番地2  鉄骨造２階建 30.77 50.24
昭和59年

3月31日

　第10分団  米本2716番地  鉄骨造２階建 32.18 51.68
昭和62年

12月11日

　第11分団  村上432番地  軽量鉄骨造２階建 29.19 49.46
昭和57年

3月25日

　第12分団
 勝田台北2丁目176

 番地
 鉄骨造２階建 32.18 51.59

昭和61年

6月25日

　第13分団  神野744番地1  鉄骨造２階建 39.17 63.03
平成7年

3月20日

第２方面隊

第３方面隊

建築年月日

　⑼　分団別施設状況

構　造所　属 所　在　地

第１方面隊

 （令和７年４月１日現在）
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　⑽　消防団活動状況

消防団の主な業務

　①　回数

 （年度統計）

※1 新型コロナウイルス感染症の影響により活動なし。

　②　人員

 （年度統計）

※１ 新型コロナウイルス感染症の影響により活動なし。

104  

 ※1 2  2  17  17  

92  165  336  333  

　火災，風水害，地震，がけ崩れなどへの対応のほか，災害時の人命救助，避

難誘導などの活動をしています。日常の活動としては，火災予防，応急手当の

普及・啓発，警戒警備，教育訓練，機械や器具の点検などを実施しています。

　また，本部付きの女性の消防団員は，応急手当講習会，住宅用火災警報器の

普及・啓発，消防団のＰＲなどを実施しています。

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

9  8  5  12  5  

9  8  5  12  5  

　　　　　   年度

 区分

51  

179  279  447  453  533  

30  59  57  

216  

 火災

 火災以外

137  180  

1,213  1,397  2,532  2,788  3,118  

90  

36  

742  861  2,080  2,096  2,571  

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

57  

78  81  

 災害

170  

 計

 計

126  39  198  

 うち女性

 訓練・その他

 警戒

 警戒

 訓練・その他

 うち女性

 うち女性

424  

 ※1 28  

68  

173  

 うち女性

 うち女性

災害

413  494  

 火災

 火災以外

 ※１ 78  164  

390  

 うち女性

78  106  106  108  

　　　　　   年度

 区分

40  

469  

 ※１ 12  6  36  

78  81  126  

410  

39  198  
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　　⑾　歴代消防団長

初 代

2 代

3 代

4 代

5 代

6 代

7 代

8 代

9 代

１０ 代

１１ 代

１２ 代

１３ 代

１４ 代

１５ 代

１６ 代

  大　澤　作太郎 昭和５６年７月　１日　～　昭和６１年３月３１日

  中　嶋　久　雄 昭和６１年４月　１日　～　平成　５年３月３１日

  村　山　武　夫 平成　５年４月　１日　～　平成１１年３月３１日

氏　　名 在　　　職　　　期　　　間

  大　澤　石　松 昭和２９年１月１５日　～　昭和５５年１月　４日

  加　藤　公　愛 昭和５５年２月２１日　～　昭和５６年６月１９日

平成１７年４月　１日　～　平成１９年３月３１日

  長　岡　　勇 令和　７年４月　１日　～　現在　　　　　

  新　谷　　等 令和　３年４月　１日　～　令和　５年３月３１日　　　　　

  江　口　茂　勇 令和　５年４月　１日　～　令和　７年３月３１日　　　　　　

 （令和７年４月１日現在）

  鈴　木　　茂 平成２８年４月　１日　～　平成２９年３月３１日　　　　　

  髙　橋　章　夫 平成２９年４月　１日　～　令和　３年３月３１日　　　　

  太　田　　洋 平成１９年４月　１日　～　平成２３年３月３１日

  大　澤　英　明 平成２３年４月　１日　～　平成２５年３月３１日

  安　原　健　吉 平成２５年４月　１日　～　平成２８年３月３１日　　　　　

  大　木　健治郎 平成１１年４月　１日　～　平成１３年３月３１日

  清　宮　　詢 平成１３年４月　１日　～　平成１７年３月３１日

  植　草　一　夫

 ８０
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